


M 二 
、 e 
。 
の a 
ロ = e 
の 多 まま 村 
= で まき 
Pr 人 
全 * * に 
マ 内 ” = 
人 s 1 * < 
» ; っ * 
= 、』 日 
e きも * ず . | ぁ s 
[3 を * 
き = ぎ | < 人 
ss J s 
5 5 に < 
* * 』 ] 四 * ロ 
= | ・ a s 








COUNTENTS 


|: ほじ め に 確認 し て くだ ざさ boo で の の 〇 ロ 〇 ロロ w( の の で ロト の いい の mmmee 3 
ER oN 3 
天 动作 二 3 

pm. ゲ ー ム を 始め る 前 に (MS-DOS の 組み 込み ) 上 ……(…………… ド ーー ドド ドド ーーー 4 

人 MSEDGS の 移動 NSIMR0DG60eS0Oe 4 

人 MSDOS の 相 み 和み 5 

WMSIDO0S2 パ ー ジ ョ ン 50 の 起動 と 人 用 6 

エー ザー ディ スタ の 作成 i EE 7 

3.『 ム ー ン ミス ト 』」 内 概 要 d 

人 失 炒 は 次 症 入 ANRSSSNORSSDO 9 

和 三 目的 有 9 

硬 主 投了 伺 思 放 人 9 

@ 計 解き SR RE NE 10 

多 時 間 の 進み 方 ……… ド ドド ドド に に に に にし 10 

4.『 ム ー ン ミス ト 』 を 活用 する 10 項 目 RN ]] 

5 . 「 ム ー ン ミス ト 』 の 起動 ……… is 13 

を を ゲ ー ム の 起動 ドド に に 13 

を ゲー ム 画 面 で eo 13 

$$ を ファ ンク ショ ン キ ー の メニ ュー We 14 

食 知 二 世上 《上 便利 灵机 能 9， 19 

を を ゲー ム の 開始 emmeeetreeeeereeeeeeeeeeeeeeeeeeereeeeeeeeeeeeeeee: 21 

5 . 文字 の 入力 方 法 oo PP 

入力 状態 の 設定 Oi の eo 22 

を 入力 に 使用 する キー で oo 23 

多 基 本 的 な 文字 変換 pp 23 

GS 24 


漢字 候補 の 複数 表示 ee 24 


7. 『 ム ー ン ミス ト 』 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン に Dp 
大 本 文生 25 
複合 文型 ee 26 
る 物語 の ラク 27 
银 单 语 制 限 27 
8 保存 iii pH 
$ ロ EF 29 
$ セ ー プ ブ eer 29 
$J リ スタート ee 30 
ST イト ee 30 
$ ス コア ett 31 
を 文字 入力 で 行う 「G コマ ンド 1 31 
PC-9801N/NS/NV を お 使い の 方 へ ee 3p 
全 モ ー ド Ci 32 
を MS-DOS の 起動 or 33 
人 MS-DOS の イシ スー 34 
を 98NOTE タイ プ の ゲー ムン 起動 ooo 35 
乔 大 一 大 国 和 终了 35 
八 一 K 隐 了 又 力 入 由 组 直达 下 36 
コー ン ウ ォ ー ル 地方 の 記 震 伝 訓 で eo 39 
NID OCOD 51 


トレ シリ アン 家 に 住み つく 亡霊 「 白 い 責 夫人 」 の 伝説 


登場 人 物 の 紹 人 iti 59 


1. は じ め に 確認 し て くだ さい 


| . 受 品 办 内容 


本 製品 に は 以下 の も の が 和信 つて いま す 。 開 封 の 際 に ご 確 記 くだ さい 。 


1. ゲ ー ム ディ スグ 1 1 枚 
2 ゲー ツメ デイ スタ 2 1 枚 
3 エー サゲ = ニ スマ ニュ コア ル 1 人 冊 
4. 手 紙 1 式 
5. ア ン ケ ー ト は が き ゲ ソフ トウ エア 保証 書 1 枚 


c. 動作 環 境 


国 PC-9801VF/VM/VX/RA/RS/RX/DA/DS/DX/FA/FS/FX 
PC-9801UV/UX/LV/CV/ES/EX/UR/UF/CS 
PC-9801N/NS/NV/NL/NC 
PC-98DO/DO+ 

@ NEC 製 MS-DOS シス テム (Ver2.11、Ver3.10、 Ver3.30/A/B/C/D まだ は 
Ver5.0) が 入 要 で す 。 

@ ノ フナ ログ RGB 対応 専用 高 解 依 度 デ イィ スプ レイ (640X400 ド ッ ト ) を お 使い くだ さい 。 

(デジ タル RGB に は 対応 し て お り ま せん ) 

@0640KB 以上 の RAM が 必要 で す 。 

@ PC-9801/U/E/F/M で は 使用 で きま せん 。 

@2 ド ライ ブ 必 要 で す 。 

人 @ PC-9801VF/VM2 で は 16 色 プラ フィ ツク ボー ド (PC-9801-24) が 政 要 で す 。 

@ PC-980VF で は 外 付 の 1MB タイ プ の ディ スク ユニ ッ ト が 必要 で す 。 


m. ゲ ー ム を 始め る 前 に (MS-DOS の 組み 込み ) 


初め て 「 ム ー ン ミス ト 」 で 遊ぶ 場合 、 ゲ ー ム を 始め る まで に 次 の 作業 を 行い ます 。 


る MS-DOS の 起動 


シス テム を 組み 込む 前 に 、 MS-D 〇 S 起動 の 手順 を 説明 し て お きま す 。 
操作 手順 は 以下 の 通り で す 。 


《操作 》 


① 周 辺 機器 、 本 体 の 順に 電源 を 入れ ます 。 

《注意 1》 ディ スク を セッ ツ ト し た 状態 で 電源 を 入れ る と 、 ディ スク の 内 容 が 壊れ る 恐れ 
が あり ます 。 下 ず 電源 を 入れ て ガ ら ディ スク を セッ ツ ト し て ご だ さい 。 

《注意 2》 1 (P.6) の よう な 状態 に は な る まで 、 ゲー ハデ イィ スク 1 を ドラ イブ に 入れ 
な いで 下さ い 。 内 容 が 壊れ る 恐れ が あり ます 。 

② MS-DOS の シス テム ディ スク を ドラ イブ A 人 (1 と 番号 が つい だ 方 ) に セツ ト し ます 。 
し ば らく する と MS-DOS の シス テム が 起 動 し ます 。 

※ こ こ で 、 シ ステ ム が 起動 し な い 場 合 は リセ ッ ト ボ タン を 押し て 下さ い 。 

③ Ver3.30C 以降 の MS-DOS を ご 使用 の 場合 、「 イ ンス トー ルコ マン ド 」 画 面 が 表示 
され ます 。 そ れ 以 外 の MS-DOS を ご 使用 の 場合 に は 、TMS-DOS の コマ ンド メニ 
コー」 画面 まだ は 、 日 付 の 入力 状態 に お なり ます 。 そ れ ぞ れ 秘 要 な 操作 を お こなつ て 図 
1 の よう な 状態 に し て こく だ さい 。 


る @ イ ンス トー ルコ マン ド 和 画面 
[ESC] キ ー を 押し て 「 は い 」 を 選択 し 、 MS-DOS の コマ ンド メニ ユー を 表示 させ ま 
す 。 [STOP」 キー を 押し ます 。 


@ MS-DOS の コマ ンド メニ ュー 
[STOP] キー を 押す が ガ 、[CTRL] キー を 押し な が ら [C] キー を 押し て ぐだ さい 。 


0 日 付 ヘ カメ ッ セ ー ジ 
「 日 付 の 入力 を し て ぐだ さい 」 と 表示 され だ ら 、 罰 キー を 2 回 押し ます 。 


A> 国 





②④ 以 上 で MS-DOS の シス テム が 起動 し まし た 。 この まま の 状態 で MS-DOS の 組み 
込み を 行い ます 。 


る MS-DOS の 組み 込み 


MS-DOS の シス テム を 組み 込む に は 「SYSCOPY」 コマ ンド を 使用 し ます 。 操作 
手順 は 以下 の 通り の です 。 


《 操 作 ) 





① MS-DOS が 起動 し て いる の を 確認 し 、 ドラ イブ B (2 と 番号 の つい だ 万 ) に 「 ム ー 
ン ミ スト 』 の ゲー ム デ ィ ス 1 を 差し 込み ます 。 


《 注 意 ) ご の 時 、 5 イン チ の ディ スク の 場合 は プロ テク トシ ー ル を は が し て お きま す 。 
3.0 イ ンチ の 場合 、 プ ロ テ ク トノ ツチ を 書き 込み の で きる 状態 (人 が ふさ が つて いる 状 
態 ) に し て お きま す 。 





@ 画 面 が 以下 の よう に 表示 され て いる こと を 確認 し て か ら 、 下 線 部 を 入力 し ます 。 
A>B ・ 
B>SYSCOPY 


③ ご この 時 、 デ ィ ス プレ イ に 表示 され る メッツ セージ に 従い 、 ド ライ ブ A に MS-DOS の シ 
ステ ム デ ィ ス ク 、 ド ライ ブ B に ゲー ム デ ィ ス ク 1 が ガ 入 つて いる ご こと を 確認 し ます 。 

②④ も う 一 度 回 キー を 押す と 、MS-DOS の 組み 込み が 開始 され ます 。 

⑥ 以 上 で MS-DOS の 組み 込み が 終了 し まし た 。 


る $ MS-DOS バー ジョ ン 5.0 の 起動 組み込み 


MS-DOS の 「 運 用 ディ スク #」 を 用 意 し 、 つ ぎの 操作 を お こなつ て ぐだ さい 。 


※「 運 用 ディ スク 挫 」 の 作成 に つい て は 、 「MS-DOS5.0 基 本 機能 セッ ト 」 に 添付 され 
て いる 「 イ ンス トー ル ガ イ ド 」 を ご 覧 くだ さい 。 


④① パ ソコ ン 本 体 の 電源 を 入れ ます 。 

② 「 運 用 ディ スク 的 」 を ドラ イブ A に セツ ト し ます 。 

③ し ば らく する と 、MS-DOS の シス テム ガ が 起動 し ます 。 

@ MS-DOS の シス テム が 起動 し て 、 画面 が コマ ンド 待ち ( 図 1 の よう に A> と 表示 さ 
れ て いる ) の 状態 に な つて いる こと を 人 確認 し ます 。 

ドライブ B に ゲー ム デ ィ ス ク 1 を セツ ト し ます 。 
この と き 、 ゲー ハム ディス ク 1 を 書込み 可能 な 状態 に し て お きま す 。 

キー ボー ド で つぎ の 下線 部 を 入力 し て ぐだ さい 。 


A>SYS_B : /O 注 :・「O」 は アル ファ ベッ ト で す 


ここ ご で 、 ドラ イブ A に MS-DOS の 「 運 用 ディ スク #」、 ドラ イブ B に ゲー ム デ イィ イス 
ク 1 ザ セツ ト さ れ て いる ご こと を 確認 レ し て くだ さい 。 
以 キ ー を 押す と 組み 込み 作業 が 開始 され ます 。 


る ユー ザー ディ スク の 作成 

ゲー ム を 開始 する に は 、 ゲー ム の 途中 経過 を 記録 ・ 保 存する だ め の ユ ー ザ ー デ イィ スク 
が 入 要 で す 。 ユー ザー ディ スク 用 に 、2HD タイ プ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 一 枚 用 意 し て 
下さ い 。 デー タダ の 保存 方 法 は 「8. 保 存 と 終了 (P.28)」 を 参照 し て くだ さい 。 


《 操 作 ) 





⑪「MS-DOS の 起動 」 の 手順 に 従 つ て 、 MS-DOS を 起動 させ 、 入 力 待ち の 状態 (A> 
こ 表 示さ れる ) に し ます 。 

⑨ ド ライ ブ B に 、 新しい ディ スク 、 も し ぐ は 内 容 の 失わ れ て も いい ディ スク を セッ トレ 
ます 。 

《 注 意 ) ゲー ム デ ィ ス ク は 絶対 に セツ ト し な いで ぐだ さい 。 

③ 画 面 が 以下 の よう に 表示 され て いる こと を 確認 し て が ら 、 下 線 部 を 入力 し ます 。 


A>FORMAT_B : 回 
@ 以 下 の よ うに ディ スク の 種別 を 聞い て きま す 。 


新しい ディ スク を ドラ イブ B に 挿入 し 

どれ か の キー を 押し て くだ さい 。 

ディ スク の タイ プ は 1:640 (KB) 2:1 (MB) 

(この メッ セー ジ は MS-DOS の バー ジョ ン に よっ て 多少 異な り ま す ) 


⑤ ご この 画面 が 表示 され だ ら 、 「2」 を 入力 し て て だ さい 。 フ ォ オー マット を 開始 し ます 。 
ブ オ ー マ ツ ト 作 業 が 終了 する と 、 以 下 の よ うな メッ ツ セ ー ジ が 表示 され ます 。 


フォ ー マ ッ ト 中 で す ………… フォ ー マ ッ ト が 終了 し まし た 。 
XXXXXXxX バイ ト 全 デ ィ ス ク 使 用 量 
XXXXXX パイ ト 使用 可能 ディ スク 容量 
別 の ディ スク を フォ ー マ ッ ト し ます か (Y/N) ? 


| NJ を 入力 し て 、 フ ォ オー マツ ト の 作業 を 終え ます 。 


フォ ー マ ッ ト 作 業 が 終わ つた ら 、 ゲ ー ム ディ スク 2 の 内 容 を 移し ます 。 画面 が 以下 の よ 
うに 表示 され て いる こと を 確認 し て が ら ト 下線 部 を 人 力 し ます 。 


A>DISKCOPY A: B :名 
⑦ 以 下 の よ うに メ ツ セージ が 表示 され ます 。 


ディ スク の コピ ー を 行い ます 

送り 側 デ ィ ス ク を ドラ イブ A : に 挿入 し て くだ さい 
受け 側 デ ィ ス ク を ドラ イブ B : に 挿入 し て くだ さい 
準備 が で きた ら ど れ か の キー を 押し て くだ さい 


2 の セー ジン に 作り い 、 グー ポイ バク ンク を に ドライ AA 0 し 。 ソ イー マ リツ し る パス 
グ を ドラ イブ B (2) に セッ ト し ます 。 


ディス クノ を セツ ト し だ ら 、 図 キー を 押し ます 。 
コピ ー が 終了 する と 、 も う 一 枚 コ ピー する ガ ご どう が の 確認 メ ツ セー ジ が 表示 され ます 。 
ドラ イブ A GD に MS-DOS の シス テム ディ スク を セツ ト し て 、 「N」 を 入力 し ます 。 


ゲー ム デ ィ ス フク 2 の 内 容 が コピ ー さ れ 、 ユ ー ザ ー デ ィ ス ク と し て 使用 する こと が で きま 
す 9。 


3. | ムー ン ミ スト 』」 の 概要 


多量 本 は 文字 入力 


「 ム ー ン ミス ト 』 は 、 一 詩 で いう な ら 、 "文字 遊び ゲー ム " で す 。 

表示 され る 情報 を た より に 、 想 像 力 、 あ る い は 推理 を 働 お せ て ぐだ さい 。 

器 癌 点 、 あ る い は 行い た いこ と を 入力 する こと に より 、 新 だ お 展開 が 起こ つた り 、 新 
し い 情 報 が 得 ら れ だ り し ます 。 進 みた い 方 向 の 宮 称 を 入力 する こと に より 秘 動 で きま す 。 
取り だ い 物 が あつ だ ら 「 * * を 取る 」 と 入力 すれ ば 〇 OK、 と いつ な 具合 で す 。 

だ だ し 、『「 ム ー ン ミス ト 』 ガ 理解 で きる 言葉 に は 、 あ る 程度 の 制限 が あり ます 。 詳し < 
は SL トク デス に 」 この 0 コー ショ ン (9) る 0 ク 旧 し て で さ りり 


ゲー ム の 目的 


絞 寺 の 正体 を あ ば き 、 財 宝 を みつ け 、 犯 人 を 示 捕 する こと が ゲー ム の 上 自 的 で す 。 

「 ム ー ン ミス ト 」 で は 、 行 動 す る ご と に 時 間 が 経過 し て いま す 。 目的 を 達成 で き な い 
まま 人 夜 が 明け て し まう と ゲー ム オ ー バ ー に な り の ます 。 ま だ 誰か に 殺さ れ て 、 ゲ ー ム オー 
パー に な つて し まう こと も あり ます 。 幽霊 の 正体 ・ 財 宝 ・ 犯 人 の 証拠 。 こ の 3 つ を あ ば 
き 犯 人 を 示 捕 する と ゲー ム 終 です 。 


金 主役 は あな た 


「 ム ハム ー ン ミス ト 』」 の 主役 は あな だ で す 。 

あな だ 目 稀 の 軸 考 と 想 優 力 ガ キヤ ラノ ター の 行動 を 決め 、 物 語 を 初め ら 最 後 まで 導 
いて いき ます 。 

「 ム ー ン ミス ト J は 、 い ろ ん な 場所 、 ア イ テ ム 、 キ ヤラ クタ ー、 そ し て 出来 事 を 提供 
し ます 。 あ な だ は さま ざま な 記法 で 、 そ れ ら を 関連 づけ 、 問 題 を 解決 し て いき ます 。 

細 険 を 始め る に あ だ た だ つ て は 、 すべて の 場所 を 検討 し て 説明 を よ ぐ 読み 、 環 境 に 慣れ て 
お ずく ぐ と いい で し よう 。 簡単 な 地図 を 描い て お ぐ と 役 に だ ち ま す 。 


る 謎 解き 


「 ム ー ン ミス ト の 重要 な 要素 に " 謎 解き ^ が あり ます 。 

こと こき に は 、 誰 が に 命 を 狙わ れ だ り 、 登 場 人 物 が ら 重 要 な ま が が り を 韻 き 出せ る こと も 
あり ます 。 ご これら は 、 こ と て も 突破 で き な い 隊 害 の よう に 思わ れる が も し れ ま せん が 、 そ 
れ は 単に 謎 解き へ の 挑戦 な の で す 。 


時 間 の 進み 万 
「 ム ー ン ミス ト 」 で は 、 あ な だ が 入力 する まで は 時 ガ 止 まつ て いま す 。 


文 草 を 入力 し て リタ ー ン キー を 押す まで は 何 も 起こ り ま せん が ガ が ら 、 進 路 を いく ぐら で も 
ゆ つ ぐり 慎重 に 検討 する こと が で きま す 。 


ー 1 一 - 


4.『 ム ー ン ミス ト 」 を 活用 する 10 項 目 


ご ご で は 、 初めて 「 ハ ー ン ミス ト 』 を プレ イ さ れる 方 の だ め に 、10 個 の 秘訣 を 紹介 レ 
て お きま し よ つ 。 


1. 地 図 を 描く 

それ ぞ れ の 場所 、 そ こ が ら 隣接 し て いる 場所 や 興味 深い 物体 に 通ずる 順路 も 描き 込み 
ます 。 

進行 可能 な 万 向 は 10 あ り ま す 。 ま だ 、 通 中 に よ つ て は 途中 で ね じ れ だ り 曲 が つ だ りす 
る の で 、 場所 A ガ ら 場所 日 へ 行く だ め に 北 へ 行 つ を と し て も 、 場所 A に 戻る だ め に は 
坪 へ 行け ば いい と は 限り ませ ん 。 


e. ア イ テ ム を 大 切 に する 
あな だ が まま に 入れ る アイ テム は 、 謎 解き の 万 法 と し て 、 と て も 重要 で す / 不 用 意 に 捨 
て だ り し な いよ うに し て ぐだ さい 。 


3. こ ご まめ に 保存 する 
常に ゲー ハム デー タダ を 保存 し て お いて こく ださい (P.29 参 照 )。 そ うす れ ば 、 失 敗 し て も 、 
"死ん で も "始め が ら や り の 直す 必要 は あり ませ ん 。 


4 . 注 意 深く 読む 

ゲー ム 中 に 表示 され る メ ツ セー ジ は 、 注 意 深 く 読 ん で ぐだ さい 。 

手紙 や 歴史 書 な どの よう に 、 場 所 や 品物 の 説明 の 中 に し ば し ば " 談 と こき" の 和 糸口 が ある が ガ 
ら で す 。 奇 め だ つ だ り 、 人 危険 だ つっ だ りす る よう な 行動 か ら も 和 糸口 が つが なめ る が も し れ ま 
せん 。 案 外 楽 し いな も し れ ま せん よ ./ 

ー つ 楽し い 例 を 紹介 し て お きま し よ ょ う 。 


大 を あけ だ 熊 が あな だ に 向 ひ つて 襲い ガ ガ つ て きま す 。 
> サン ドイ ッ チ を 投げ る 
あな た の 投げ た サン ドイ ッ チ は 、 う まい 具合 に 熊 の 口 の 中 に 入り ます 。 


びっ くり し た 熊 は 、 し ば らく 口 を も ご も ご させ た か と 思う と 、 お 腹 を か か えて うず く 
まり まし た 。 どうやら あな た の 投げ た サン ドイ ッ チ は 、 賞味 期限 が 切れ て いた よう で す 。 


| 


5. 解 く 謎 は 一 つと は か ぎら な い 
あな だ が 今 まで に 経験 し た だ ガ も し れ な い 、 他 の "アド ベン チャ ヤー・ ゲ ー ム "と は 違 つて 、 
「 ハ ムー ン ミ スト 」 で は 最初 に 選ん だ " 色 " に よ つ て 結 示 が 違い ます 。 一 つの 謎 を 解き 終わ つ 
だ ら 、 ま だ 別 の 色 の 謎 解き に チャ レン ジレ て みて 下さ い 。 


6. 複 数 で 挑戦 する 
友達 一 緒 に 推理 し て みる の も 有効 すか も し れ ま せん 。 知恵 を 出し 人 台 え ば 、 助け 合う こ 
と が で きま す 。 


7. ヒ ント を 参照 する 

も し どう し て も 歯 が ザ が な だ な いよ う で あれ ね ば 、 オン ライ ン ヒ ント (P.20 参 照 ) に よ つ て 
ヒン ト を 見 る の も 一 計 で す 。 ヒン ト は 物語 を 扶 し お むだ め に は 不 和 以 要 で す が 、 謎 が 解き や 
すぐ な り ま す 。 


B. コ マン ド の 書き 万 を 把握 する 
だ と えば 、 真 鉛 の カン テラ を 灯す 時 、 以 下 の ど れ で も 使え ます 


> 真 氏 の カン テラ を 点け る 
> 真 銀 の カン テラ を 使う 

> 真 鐘 の カン テラ を 使用 する 
> カン テラ を 点け る 


9. 会 話 は 重要 な 手がかり 
「 ム ー ン ミス ト 」 で は 登場 人 物 と の 会 話 が 重要 お 手がかり と な り ま す 。 ご こま め に 会 
を する よう に し て 下さ い 。 


10. パ ン フ レッ ト を 読む 


本 マニ ユア ル の P.51 お が お ら ト レシ リア ン 城 の パン フレ ッ ト を 掲載 し て いま す 。 中 に は 重 
要 な 手がかり が か がく され て いる が ガ が も し れ ま せん の で よく 読ん も で お いて 下さ い 。 
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5. 1 ムー ン ミ スト 」 の 起動 


ゲー ム の 起動 


それ で は 、 い よい よ 「 ム ー ン ミス ト 」 を 起動 し ます 。 起動 は 以下 の 手順 で 行 つ て こ だ 
さい 。 


《 操 作 ) 





① 周 辺 機器 、 本 体 の 順に 電源 を 入れ ます 。 
ドラ イブ A (1) に ゲー ム デ ィ ス ク 1 を 、 ドラ イブ 日 (2) に ユー ザー ディ スク P8) 
を 挿入 し ます 。 


《注意 》 ディ スク を セツ ト し た 状態 で 電源 を 入れ る と 、 ディ スク の 内 容 が 壊れ る 恐れ 
が あり ます 。 尿 ず 電源 を 入れ て が ガ ら ディ スク を セツ ト し て ぐだ さい 。 


③ リ セツ ト ボ タン を 押し ます 。 

⑳ 使 用 する モニ ター を 聞い て きま す の で 、 アナ ロブ ディ スプ レイ の 方 は 「 ア ナ ロ グ ブ 」』 を 、 
モン クロ 表示 の ラッツ プ ト ッ ツ プ パソ コン を 使用 まれ て いる 万 は 「 モ ンク ロ 」 を 選択 し て 
ぐだ さい 。 

⑤ ゲ ー ム 画面 が 表示 され ます 。 


ゲー ム 画 面 
の 現在 位置 表示 @ ら 移動 可能 万 向 表示 部 時間 表示 
| 本 リス スー 


区 人 補っ て いま す 。 


の ル に ぎっ と 目 を 通し まし た が 、 と くに 伴 し いも の は あり ませ 時 


Ne as 





ERC 


ファ ンク ショ ン メ ニ 9 as | のり セ ニ ジ 表示 部 


る jp 


1 . 現 在 位置 表示 部 
現在 あな た が いる 場所 が 表示 され ます 。 


2 .移动 可 能 方向 表示 部 

あな だ が いま いる 場所 が から 移 動 可能 な 方 向 (8 方 向 と 上 下 ) ガ 表示 され ます 。 だ だ し 、 
見 つか つて いな い 秘 密 の 抜け 道 や 隠し 部 屋 、 鍵 の 掛か つた ゲート な ご ど は 秘 動 可能 な 亡 同 
と は みな され ませ ん 。 


3. 時 間 表 示 部 
現在 まで の 時 間 が 表示 され ます 。 


4. メ ッ セ ー ジ 表示 部 
「 ム ー ン ミス ト 』 ガ ら の 情報 と 、 あ な だ の 入力 し な 文字 が 表示 され ます 。 文字 の 入力 
方 法 に つい て は 「6. 文 字 の 入力 方 法 (P.22)」 を 参照 し て くだ さい 。 


5. フ ァ ン クシ ョ ン メ ニュ ー 


ゲー ハム デ ー タ の 保存 が ら 固 有名 詞 の 一 覧 まで 、 さ ま ざ ま な メニ ユー が 表示 され て いま 
9。 


を を ファンクション キー の メニ ュー 
@ [f・] : アイ テム 表 ] 
現在 持つ て る アイ テム ハム が ガイ ラス ト で 一 覧 表示 され ます 。 表 示さ れ だ アイ テム を 選択 す 


る こと に より 、 そ の 名 称 を メッ セー ジジ 入力 部 に 自動 入力 する こと が で きま す 。 


操作) 





qd) [f・1] キー を 押し ます 。 

@ 現 在 持 つて いる アイ テム ガイラ スト で 一 覧 表示 され ます 。 

③ カ ー ソ ルキ ー で アイ テム を 選択 し て 、! リ ター ン キ ー を 押す と 、 の メ ツ セー ジ 入 力 部 に 、 
選択 し た アイ テム の 名 称 が 自動 入力 され ます 。 

④ そ の まま ゲー ム 画 面 に 戻り ます 。 


ME に 


@ [f. : 語 登録 ] 

ファン ツ シ ョ ン キ ー に 登録 され て いる 文字 列 を 再 登録 し ます 。 

登録 可能 な ファ ンク ショ ン キ ー は 、 [f・6] ~[f 10]、 [SHIFT]+ [f・1] て [f・10] 
で す 。 


《 操 作 ) 





① [f・2] キー を 押し ます 。 ' 
②@ 現 在 フ ァ ン ツク ション キー に 登録 きれ て いる 文字 列 が 一 覧 表示 され ます 。 
③ カ ー ソ ルキ ー で 再 登録 し た い キ ー を 選択 し 、| リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
⑨ 任 意 の 文字 を 入力 し 、 リ リタ ダーン キー を 押し ます 。 

⑤ 文 字 が 登録 きれ ます 。 

© [ESC」 キー を 押す と ゲー ム 画 面 に 戻り ます 。 


@ [f・3 : モー ド ] 

ゲー ム 環 境 を 変更 し ます 。 

[f・3] キー を 押す と 、 以 下 の よ うな メニ ユー が 表示 され ます 。 

カー ソル キー の [1]」[!] で ハイ ライ トバ ー ガ が 秘 動 し ます 。 設定 を 変更 し た い 項 目 に 
台 わ せ て リタ ダー ン キ ー を 押し て ぐだ さい 。 選択 し た モー ド の 右側 こ に へ が 表示 され ます 。 


表示 モー トド i | ee 情報 の 表示 状態 を 設定 し ます 。 
简 灌 通常 は 「 普 通 ] に 設定 され て いま す 。 
< 普通 
詳細 


ゲーA ム 印刷 | …… の … ゲー ハデ ー タ を 印刷 し ます 。 
する 通常 は 「 印 刷 し な い 」 に 設定 され て いま す 。 
へ し な い 
ゲー ム 記 録 | ……… メッ セー ジ を テキ スト ファ イル と し て ディ スク に 保存 し ます 。 
する 通常 は 「 記 録 し な い 」 に 設定 され て いま す 。 
へ し な い 





= 


e 表示 モー ド の 設定 

〇 簡潔 
どの よう な 場所 に こ 行 つて も 、 ま わり の 様子 は 表示 され ませ ん 。 自 分 が いる 場所 の 様 
子 を 知る だ め に は 、「 見 る 」 の コマ ンド を 実行 し て くだ さい 。 

〇 普通 
初め て 行 つ だ 場所 で は 、 そ の 場所 の 様子 が 説明 され ます 。 2 回 目 お ら は 場所 の 宮前 が 
表示 され る だ け で す 。 も う 一 度 ま わり の 様子 が 知り たく な つ だ ら 「 見 る や 」 の コマ ン 
ド を 実行 し て ぐだ さい 。 

〇 詳細 
どの 場所 に 何 度 行 つて も 、 その つど ご まわり の 様子 が 表示 され ます 。 


@ 印刷 の 設定 
パソ コン と プリ ンタ を つない で 「 印 刷 す る 」 に 設定 する と 、 ゲ ー ム 状況 が 順次 印刷 さ 
れ て いき ます 。 


《注意 》 この モー ド で 印刷 が 可能 な の は PR201 系 の み で す 。 だ だ し 、 プリ ント アウ ト 
機能 こ C 関 し て は 、 ワ ー プ ロ 、 デー タベース 等 の 一 般 的 な アプ リケーション ソフ ト と 実 な 
り 、 プリ ンタ の 機種 の 特定 、 対応 機種 ご と の 設定 は 行なっ つて いま せん 。 こ の だ め 、 お 使 
い の プ リン で 正しく 出力 され な い 場 合 も 考え られ ます 。 ご 注意 くだ さい 。 

機種 の 対応 の 他 、 プリ ント アウ ト が 正常 に 行なわ れ な い 原 因 と し て 考え られ る こと の 
ー つ は 、 ワー プロ 、 デー タベース 等 の アプ リケーション ソフ ト 上 で プリ ンタ を 使用 し だ 
直後 、 本 体 お よび プリ ンタ 等 の 電源 を 落 こ て さ ず に 、 継 続 し て 本 ソフ トウ エア を 起動 し だ 
場合 で す 。 この 場合 は 、 プリ ンタ の 電源 を 入れ 直し て ぐだ さい 。 主要 な 原因 こし て も うつ 
ー つ 上 げ ら れる の は 、 プリ ンタ に カッ トシ ー ト フィ ー ダ を 実装 し て いる 場合 で す 。 カ ツ 
トシ ー ト フィ ー ダ を 実装 し だ プリ ンダ で 正常 に 由 力 され な い 場 合 は 、 カ ツ ト シ ー ト フイ 
ー ダ を 左端 に 物 動 させ て ぐだ さい 。 

ご の 2 点 の 他 に 、 プ リン タダ が 正常 に 動作 し な い 場 合 も 考え られ ます が 、 プ リン の 機種 、 
設定 等 に 関す る ご 質問 は 、 原 則 こ し て お 答え で きま せん の で 、 ご 了承 べく だ さい 。 


の 


e ゲー ム 記 録 の 設定 

「 す る 」 に 設定 し 、 記録 する ドラ イブ を 指定 し て お ぐ こ と に より 、 画 面 に 表示 され る 
メッ セー ジ を テキ スト ファ イル の 形 で ディ スク に 記録 し て お ぐことができます 。 フ ァ イ 
ル 洗 は 「MOON. IMP」 で す 。 テキスト ファ イル を 読む こと の で きる ワー プロ ソフ ト な 
ご を 使え ば 、 それ まで の 行動 を 画面 で 見 だ り 、 印刷 し た りす る こと が で きま す 。 だ だ し 、 
これ は 、 あ ぐま で も ゲー ム の 進行 状況 を 保存 する だけ で す 。 ゲ ー ム デー タ Q 自 体 を 保存 レ 
だ いこ き は 「 8. 保存 と 終了 ( ビ .25)」 を 参照 し て くだ さい 。 

《 注 意 ) ゲー ム 記 録 中 に 、 ゲー を 終了 する 場合 、 選 ず 「 フ イッ ト 」 で 終了 する よう 
に し て ぐだ さい 。 「 ク イッ ト 」 で 終了 し な が ガ つ だ 場合 、 メ ツ ッ セ ー ジ の 一 部 が 記録 されない 
場合 が あり ます 。 


@ [f・4: G コマ ンド ] 

ゲー ム デ ー タ の 保存 、 再 開 な ど 、 デ ィ ス ンク 関連 の コマ ンド が 収め られ て いま す 。 
[f・4] キー を 押す と 以下 の よう な メニ ュー が 表示 され ます 。 カ ー ソ ルキ ー の [ 1 ] 
[ !] で ハイ ライ トバ ー ガ 秘 動 し ます 。 選択 し た い 項 目 に 合わ せ て リターン キー を 押し 

ます 。 詳細 は 「8. 保 存 と 終了 (P.25)」 を 参照 し て こく ださい 。 


保存 され て いる ゲー ム デ ー タ を 読み 込み ます 。 
ゲー ム デ ー タ を 保存 し ます 。 

ゲー ム を 最初 か ら 始め ます 。 

ゲー ム を 強制 終了 し ます 。 

現在 の 状態 、 捜 査 状況 を 表示 し ます 。 





iy 


@「[f・5: OBJECTj 
現在 いる 場所 に ある 代表 的 OBJECT ( 物 ) の 名 称 が 表示 され ます 。 


《 操 作 》 


① [f・5] キー を 押し ます 。 
② 現 在 いる 場所 に ある 代表 的 な 物 の 一 覧 が 表示 され ます 。 


《 注 意 ) 物 ガ 場合 、 一 画面 に は 入り 切れ な い 場 合 が あります 。 そ の 場合 は カー ソ 
ル を 下 に スク ロー ル さ せれ ば 、 表 示さ れ ま す 。 


③ 選 択 し た い 項 目 に カー ソル を 合せ て リタ ー ン キー を 押す と 、 メ ツ セ ー ジ 入力 部 
に 名 称 が 自動 人 力 さ れ ま す 。 


@ [f・65] —[f・10]、 SHIFT+ [f・1] 一 [f・10] 
任意 の 文字 が 登録 され て いま す 。 文字 に 対応 し た ファン クション キー を 押す ごと に よ 
り 、 メ ツ セ ー ジ 入力 部 に 自動 入力 され ます 。 


《注意 》 文字 は 登録 する こと が で きま す 。 SE Lf・2 : 登録 」 ( ビ .15) を 参 
忠 し て くだ さい 。 
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る 知っ て お く と 便利 な 機能 


画面 に ビブ プロンプト ( ツ ) が 表示 され だ ら 、「 ム ー ン ミス ト 」 は あな だ の 文字 入力 を 待つ 
て いま す 。 「 ム ー ン ミス ト 』 が 理解 で きる コマ ンド は 、 大 別 す る と 2 種類 で す 。 


人 万 向 コ マン ド 

移動 し た い 時 に は 、 「 北 」 「 東 ] 「 南 ] 「 西 」 「 北 東 」 「 南 東 」 「 北 西 」 「 南 西 」 「 上 」 「 下 」 
が 使用 で きま す 。 
万 向 コ マン ド は 、 [GRPH] キー+ キ テン キー、 も し ぐ は [GRPH] キー キ フ ルキ ー に も 
対 遍 し て いま す 。 


万 向 コ マン ド : [GRPH] キー キテ ン キ ー> 


北西 北 北東 


が 





| : 


ー ロ 


〈 万 身 コ マン ド : [GRPH〕] キー キア ルフ ァ ベ ツ ト キ ー>〉 


きき 

















蝇 < 中 
二 加 
由 世上 
可 加 
汉 


HO 


信行 動 コ マン ド 

あな お だ が 行い た いこ と を 、 そ の まま 入力 し ます 。 例え ば 「 本 を 読む お 」 「 給 を 開け る 」 な 
ご で す 。 

単純 な コマ ンド に 慣れ て きだ ら 、「/.「 ム ハーン ミス ト 』 こ の コミ ュ ユニ ケー ショ ン (P.25)」 
の 項 で 説明 し だ よう な 複雑 な コマ ンド を 使 つ て み ま し よ つ 。 


@ 田 面 グ ら 消 えて し まつ だ 表示 を 再 確 認 し た い 時 は 、 [ROLL DOWN」 キー を 押し ま 
9。 

国 [ROLL DOWN] 

[ROLL DOWN] キー を 押す と 、 前 の 画面 に スク ロー ル し ます 。 

画 [ROLL UP] 

[ROLL UP] キー を 押す と 、 逆 亡 向 に スクロール し ます 。 


@ 一 度 入力 し な 文字 を 再 入力 し た い 時 に は 、 [TAB] キー を 押し ます 。 前 回 と 同じ 文字 
が 入力 され ます 。 


@ [HELP] キー を 押す と 、 オン ライ ン ヒ ント が 表示 され ます 。 だ だ し 、 オ ン ラ イン ヒ 
ント は 、 時 間 の 経過 こよ つて 見 る こと の で きる 回 数 が 制限 され ます 。 ゲ ー ム を 始め だ ば 
カカ り の うち は 、 で きる 限り ヒン ト を 参照 し な いよ うに 敗 掛 け て くだ さい 。 
@ 六 章 や コマ ンド を 入力 し だ 後 は 、 必ず リマ ター ン キ ー を 押し て こく ださい 。 
人 @ 物 語 の 中 で 見 つけ た アイ テム は 、 持つ て いく こと が で きま す 。 
例え ば 「 ネ ッ ツク レス を 取る 」 と 入力 する と 、 そ れ を 持ち 運ん で いく こと に な り ま す 。 
「 ア イ テ ム 」 と 入力 する と 、 運ん で いる 物 す べ て が 表示 され ます 。 


人 @ 中 断 し て 現在 位置 を 保存 し だ り 、 最 初 ひ びら や り 直 し た だ い 場 合 は 「 多 リス ター ト (〈P30)」 
を 参照 し て くだ さい 。 


@ 以 前 行 つ だ 事 の ある 場所 に は 、 その 場所 を 入力 する こと で 、 直接 行く こと が で きま す 。 
> 客間 へ 行く 


> 食堂 に 行く 
上 の よう に 、 場 所 名 を 入力 し ます 。 


= 


ゲー ム の 開始 


ゲー ム 画 面 が 表示 され る と 、 ま ざ 物 語 が 始ま る 場所 の 説明 が あり ます 。 
ゲー ム に 償 れ て いた だこ だ め に 、 ご ご こ で 簡単 な 練習 を し ます 。 ま ず 次 の よう な 文章 を 
入力 し て みて くだ さい 。 


> 旅行 カバ ン を 取る 

次 に リタ ー ン キー を 押し ます 。 
っ 『「 ム ー ン ミス ト 」J は こう 答え ます 。 
(旅行 カバ ン を 、 取 り ま し た 。) 


で は 次 ビ 、 
> 正面 ゲー ト を 調べ る 
リタ ー ン キー を 押し ます 。 
っ 『 ム ー ン ミス ト 」 は こう 答え ます 。 
(が なす が ガ な 月 明か ガ り に 品 し 出さ れ ゲ ー ト の 紋章 を 、 何 と か 見 る こと が で きま し だ 。 
いわ ゆる 「 ワ イ バ ー ン 」、 計 を も つ だ 2 本 足 の ドラ ゴン で す 。 
ご れ が トレ シリ アン 家 の 紋 章 な の で し よう 。 
ドラ ゴン は 家 の 紹 介 文 に も 登場 し て いま す 。 
ドラ ゴン の 目 に 、 月 光 ガ 映 つ て キラ キラ 光 つ て いま す 。) 
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6. 文字 の 入力 万 法 


「 ム ー ン ミス ト 」 で は 、 日 本 語 の 文字 入力 に VJE 一 を 使用 し て いま す 。 文字 入力 は 
以下 の 方 法 で 行 つ て くだ さい 。 


入力 状態 の 設定 


. 了 ムーン ミ スト 』 で は 、 文字 を 入力 する と 同時 に 、 フ ァ ン クション キー の 表示 が 以下 
の よう に 切り 替わり ます 。 


[f・1] [f.2] [f.3]  [f・6]  [f・7] [f・8] [f・10]R か な 全 K 
か な カナ 英 数 か な 入力 カナ 入力 英 数 入力 確定 


入力 の 設定 状態 は 、 文 字 入 力 と 同時 に ファ ンク ショ ン キ ー の 右端 に 表示 され る " ガ な "の 
部 分 で 確認 で きま す 。 通常 は ひら が な で の 入力 状態 に な つて いま す 。 

入力 状態 を 変更 する に は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー が 上 記 の よう に 変わ つて いる 状態 で 、 
以下 の よう な キー を 押し ます 。 


① ひ ら が な 入力 
ひら が ね な 入力 に 設定 する に は [f・6〕] キー を 押し ます 。 
⑧ カ タカ ナ 入 力 
カタ カナ 入力 に 設定 する に は [f・/] キー を 押し ます 。 
③ ア ルフ ァ ベ ッ ト 入 力 
アル ファ ベッ ト 入 力 に 設定 する に は [f・8] キー を 押し ます 。 


DI 


入力 に 使用 する キー 


VJEー/ で 使用 する キー は 以下 の 通り で す 。 


人 汉字 变换 LXFER] 

②③ 確 定 IO グリ タ ンー 
③ 無 変換 確定 LNFERJ 

⑳ カ ー ソ ル 秘 動 [1]」[!] [つっ] [ー] 
加 文字 消去 LBS] [DEL j 

入力 解除 LESC」 


る 基本 的 な 文字 変換 
か な 入力 状態 で ある こと を 確認 し て 「 に ほん ご 」 と 入力 し て みて くだ さい 。 
に ほん ご 


① ひ ら が な 変換 
Lf・1] キー を 押し ます 。 入力 し だ 文字 が 青色 に 変わ り ま す 。 ご この 状態 で カタ カナ も 
し く は アル ファ ベッ トピ に 変換 する こと が で きま す 。 以降 を 参照 し て くだ さい 。 

⑤ カ タカ ナ 変 換 
Lf・2] キー を 押し ます 。 入 力 し な 文字 が 青色 に 変わ る と 共に 、 カ タカ ナ の 「 ニ ホン 
ゴ 」 に 変換 され ます 。 

③ 英 数 変換 
Lf・3] キー を 押し ます 。 入 力 し な 文字 が 青色 に 変わ る と 共に アル ファ ベッ ト の 
「NIHONNGO」 に 変換 され ます 。 

④ 無 変換 確定 
LNFER」 キー を 押し ます 。 入 力 し な 文字 が その まま 確定 され ます 。 
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令 疾 子 妆 换 


入力 し な 文字 は 、 漢字 に 変換 する こと が で きま す 。 





《 操 作 》 


文字 を 入力 し た ら [XFER] キー を 押し ます 。 

入力 し な 文字 が 漢字 変換 され ます 。 

変換 され だ 文字 が 違 つ て い だ 場 合 は 、 さ こら に [XFER] キー を 押し ます 。 押す だ びに 
新た な 漢字 が 表示 され ます 。 

目的 の 漢字 が 表示 され だ ら リ ターン キ ー ま だ は [f・10 : 確定 ] キー を 押し ます 。 
入力 し な 文字 が 確定 され ます 。 

入力 され だ 文字 を その まま 確定 し だ い 場 合 は 、 [NFER] キー を 押し ます 。 


送 字 候補 の 復 数 表示 

文字 を 入力 し て [XFER] キー を 押す と 、 同 じ 読み の 漢字 が 次 々 と 表示 され ます 。 レ 
か が し 、 ご これ で は 辞書 に 登録 され だ 渓 字 の すべ て が 順番 に 表示 され ます の で 、 効率 よく あ 
り ま せん 。 ご ここ で は 、 辞 書 に 登録 され だ 漢字 を 一 覧 する 方 法 を 説明 し て お きま す 。 
(操作 》 


④ 入 力 し た 文字 が 未 確 定 の 状態 で 、 カ ー ソ ルキ ー の [+ 」 を 押し ます 。 
@ フ ァ ン クワ クション キー 表示 の 下部 に 漢字 候補 が 一 覧 表示 され ます 。 


選択 :1: 今 日 2: 橋 3: 教 4: 胸 5: 京 6: 強 7: 響 8: 兄 
③ 候 補 ザ まだ ある 場合 は 、 さ ら に カー ソル キー の 上 [ ! ] を 押す と 表示 され ます 。 


漢字 を 選択 する に は 、 難 漢字 の 頭 に つい て いる 番号 を 入力 する が 、 反 転 カ ー ソ ル を 曰 
的 の 漢字 位置 に 合わ せ て [f・10] キー を 押し ます 。 


= の 


/.「 ム ー ン ミス ト 」 こ と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 


を 基本 文型 


「 ム ー ン ミス ト 」 で は () と いう プロ ンプ ト が 出 だ ら 、 簡 単 な 日 本 語 で 文 を 打ち 込 
み ま す 。 

「 ム ー ン シミ スト 』」 は 通常 、 あ な だ が 「……… し だ い 」 と 書い だ こと に し て 作動 し ます 。 
文字 入力 は 、 ひ ら が な 、 カ タダ カナ 、 漢 字 、 な に を 使 つ て も が まい ませ ん 。 

文章 を 入力 し て が なら リタ ー ン キー を 押す と 、『 ム ー ン ミス ト 」 が 処理 し ます 。 「 ム ハー ン 
ミス ト 」 は 、 あ な だ の 要求 が を の 時 点 で 可能 な どう が か 、 ま だ 結果 と し て どう な る の が ガ を 
回 答 し ます 。 


⑦⑪① 現 在 位置 の 状況 を 把握 し だ い 時 に は 「 見 る 」 と 入力 し ます 。 

②⑤ 動 きだ い 時 に は 、 秘 動 し たい 方 向 を 入力 し ます 。 以 下 の 6 亡 角 が 使え ます 。 
「 東 ]、「 西 ]、「 南 」、 「 北 」、 「 北 東 」、 「 北西 」、 「 南 東 」、 「 南 西 」」、「 上 」 と 「 下 」 も 使え 
ます 。 そ の 他 「 入 る 」 が 使え る 場所 も あり ます 。 

③「 ム ー ン ミス ト 」 は さま ざま な 文章 を 理解 する こと が で きま す 。 以 下 に らい ぐつ が 紹介 
し て お きま す 。 


> 北 へ 歩く 

> 南 へ 進む 

> 上 に 行く 

> 箱 を 取る 

> 木 を 拾う 

> レバー を 押す 

> 浴槽 に 入る 

> ワイ ン 棚 を 調べ る 

> タマ ラ に 山 電 に つい て 聞く 
> 旅行 カバ ン を 開け る 

> 旅行 カバ ン に 女 中 の メモ を 入れ る 
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る 複合 文型 
① あ る 動詞 に 複数 の 避 物 を つけ る 時 に は 「 と 」 を 使い ます 。 


> ボトル と 女 中 の メモ と 真 鐵 の ラン プ を 取る 
> 連動 着 と パジャマ と ディ ナー ジャ ケッ ト を 捨て る 
> 旅行 用 パン フレ ッ ト と 黒 真珠 の ネッ クレ ス を 旅行 カバ ン に 入れ る 


②③ 「 全 部 」 と いう 言葉 は 見 えて いる 物 す べ て を 意味 し ます 。 何 ガ の 中 に 入 つ て いて 見 え 
な い 物 は 飼 み ませ ん 。 も し リンゴ が 地面 の 上 に あり 、 オレ ンジ が 戸棚 の 中 に 入 つ て い 
だ 場合 、「 全部 取る ] は リン ゴ を 取る 、 と 同じ 意味 てこ な り 、 オレ ンジ は その まま で す 。 


> 全部 取る 
> ボトル 以外 全部 捨て る 


③「 ム ー ン ミス ト 』 が あな だ の 入力 し た 行 の 中 の 一 文 を 理解 で き な が つた だ り 、 何 ガ 変 わ 
つ だ こと が 起き だ 場合 、 入 力行 の 残り は 無視 され ます 。 


④ あ な だ の 文章 中 名 詞 が あい まい だ と 、『「 ム ー ン ミス ト 」 は どの " 物 " な の が と 訳 ね ます 。 
画面 に オプ ジェ クト の 一 覧 が 表示 され ます の で カー ソル キー で 選択 し 、 リ ター ン キ ー 
を 押し て 下さ い 。 


> 服 を 着る > 鏡 を 調べ る 
選択 し て 下さ い 選択 し て 下さ い 

2 プー シン パプ ルド 問 | 

運動 着 壁 鏡 

パジャマ 

「 壁 鏡 ] を 選択 し リタ ー ン キー を 押す 

「 パ ジャ ヤマ 」 を 選択 レ し リタ ー ン キー を 押す ( 枠 を 調べ て みる と 、 隠 レス イツ チ を 
(まず ツイ ー ド の 服 を 、 脱 ぎました 。 発見 し まし だ 。) 


パジャマ を 、 取 り ま し だ 。 
そし て パジャマ を 着 ま し だ 。) 


a 


多 物 語 の キャ ラク ター に 質問 する 


「 ム ー ン ミス ト 」 で 登場 する キヤ ラク ター に は 、 あ な だ が 質問 する こと の で きる 場合 
が あり ます 。 質問 は 以下 の よう に 行ない ます 。 


> ジャ ッ ク に タマ ラ に つい て 尋ね る 
> ビビ アン に 一 枚 目 の コン タク トレ ンズ に つい て 聞く 


る 和 単語 制限 


『「 ム ー ン ミス ト 」 が 説明 文 の 中 で 使う 言葉 の 中 に は 、 あ な だ が 入力 し て も 理解 され な 
いも の が あり ます 。 だ と えば 以下 の よう な 説明 文 が 表示 され だ と し ます 。 


| 頭上 で は 月 明 ガ り に 急 ら され だ 雲 が 夜空 を 横 切 つて 飛ん で い ぐ .」 


あな だ が 「 空 」 や 「 雲 」 と 入力 し て も 、「 ム ー ン ミス ト 」 が 理解 し な い 場 合 、「 空 」 や 
「 雲 」 は 物語 を 完成 な せる だ め に は あま り の 重要 で な いと 考え て いい で し よう 。 そ れ ら は 、 
痛 景 描写 の だ め に の み 使 われ て いる と 考え て ぐだ さい 。 

「 ム ー ン ミス ト 』」 は 600 語 以上 の 単語 (あな だ が 入力 し そう な 単語 ) は 、 ほ ぼ 網 維 し て 
いま す 。 も し も あな だ が 入力 し だ 単語 、 も し ぐ は そ の 一 般 的 な 同義 語 を 「 バ ハー ン ミ スト J』 
が ガ が 理解 し な い 場 合 、 入 力 し だ 事柄 は 麗 ら く ぐ く 、 こ の 冒険 を 進め る 上 で あま り 重 要 で な い は 
ざ で す 。 
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B. 保 存 と 終了 


「 ム ー ン ミス ト 』 を 終了 させ る に は 、 お そら ぐ 何 日 も お びる で し よ つ 。 

し レ か し 、 ゲ ー ム デー を 保存 し て お け ば 、 い ちい ち 最 初 に 戻ら な ぐ て も 続き が ら 始 め 
られ ます 。 あ な だ が 栓 重 な 冒 険 家 な ら ば 、 何 が 危険 を 伴 つ だ り 、 油 断 の な ら な い 策 を 講 
ずる 前 (も し ぐ は 後 ) に 現在 位置 を 保 軍 し て お ぐ の が 懸 症 で し よう 。 

そう すれ ば 、 そ の 後 で 迷子 に な つて も 、“ 殺 され て "も まだ 元 の 位置 に 戻る こと が で きる 
がら で す 。 保存 し た ゲー ム デ ー タ は 、 い つ で も 復帰 で きま す 。 

ご こ ご で は 、 ゲ ー ム デー タイ の 保存 、 再開 、 中 止 な ご ど 、 ディ スク に 関連 し た コマ ンド を 説 
明 し ます 。 デ ィ ス ンク 関係 の コマ ンド は 、[f・4: G コマ ンド 」 に 用 意 さ むれ て いま す 。 

まず は [f・4] キー を 押し て ぐだ さい 。 以下 の よ うな メニ ユー が 表示 され ます 。 


《G コマ ンド メニ ユー)》 





A 


ロー ド 


すでに 保存 され て いる ゲー ム デ ー タ を 読み 込み ます 。 [ロー ド ] を 行う と 現在 の ゲー ム 
デー タ が 失わ れ ま す の で 注意 し て くだ さい 。 


《 操 作 》 


カー ソル キー で ハイ ライ トバ ー を [ロー ド ] に 合わ せ 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
© ドラ イブ 選択 メニ ュー が 表示 され ます 。 

③ ド ライ ブ B に ユー ザー ディ スク を セッ ト し ます 。 

カー ソル キー で 日 を 選択 し 、! リ ター ン キ ー を 押し ます 。 

⑤ 保 存 さ れ て いる ゲー ム デ ー タ ガー 一 覧 表示 され ます 。 

カー ソル キー で 読み 込み な い ゲ ー ム デー タ を 選択 し 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 。 


(ゲー ム デ ー ツ 一 覧 〉 
NO 包 時 間 現在 位置 
⑳⑩ [ 赤 」 FM 7:48 自分 の 部 屋 
© 





[一 ] 


を る セー ブ 
現在 の ゲー ム デ ー タ を 保存 し ます 。 ゲー ム デ ー タ は 、10 個 の ゲー ム デ ー ツ を コー ザー 


ディ スク に セー プ で きま す 。 .7 で 説明 し た ユー ザー ディ スク (フォ ー マ ッ ツ ト 済 み の 新 し 
い デ ィ ス クツ 、 も し ぐ は 内 容 の 失わ れ て も いい ディ スク フク) を 使用 し ます 。 


《 操 作 》 





① ド ライ プ ブ 日 に 準備 し た ユー ザー ディ スク を セツ ト し ます 。 
カーソル キー で ハイ ライ トバ ー を [セー プ ] に 合わ せ 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
③ ド ライ ブ 選 択 メ ニ ユ ー が 表示 され ます 。 
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の ④② カ ー ソ ルキ ー で コー ザー ディ スク の 入 つ て いる ドラ イブ (CB) を 選択 し 、、 リ ター ン キ ー 
を 押し ます 。 ] 

ゲー ハム デー タ が 保存 され ます 。 

《注意 》 1 枚 の ユー ザー ディ スク に 保存 で きる ゲー ム デ ー ダ は 10 個 まで で す 。 


リス ター ト 


ゲー ム へ を 最初 か ら 始 め ま す 。 ご この 項目 を 選択 する と 、 現 在 の ゲー ム デ ー タ は 失わ れ ま 
す の で 注意 し て ぐだ さい 。 


《 操 作 》 
④① カ ー ソ ルキ ー で ハイ ライ トバ ー を [リス ター ト ] に 合わ むせ 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
@② 確 認 の メニ ュー ガザ ファ ンク ショ ン に 表示 され ます 。 


③ 初 めか ら や り の 直し て よけれ ば YES" [f・1」 を 押し ます 。 
※ 中 止 し た いと き は “NO” [f・2] を 押し ます 。 


を る を クイ ッ ト 


ゲー ム を 強制 終 ? し ます 。 こ の 項目 を 選択 する と 、 現 在 の ゲー ム デ ー ダ タダ は 失わ れ ま す 
の で 注意 し て ぐだ さい 。 





《操作 


④① カ ー ソ ルキ ー で ハイ ライ トバ ー を [クイ ッ ト ] に 合わ せ 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
@② 確 認 の メニ ュー ガザ ファ ンク ショ ン に 表示 され ます 。 

③ 初 めか ら や り の 直 し て よけれ ば YES" [f・1」 を 押し ます 。 

※ 中 止 し た いと き は "INO" [f・2」 を 押し ます 。 
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を $ ス コア 


「 ム ー ン ミス ト 」 で は 、 あ な だ の 操作 の 進み 具合 や 現在 の 状態 を スコ ア で 確認 で きま 
9。 


《操作 / 


① カ ー ソ ルキ ー で ハイ ライ トバ ー を [スコア 」 に 合わ せ 、 リ ター ン キ ー を 押し ます 。 
⑤ 現 在 ま で の 状態 や 捜査 状況 ガ 表 示さ れ ま す 。 


を る 文字 入力 で 行う 1 は コマ ンド | 


ここ まで で お わな が りな と 思い ます が 、 ゲ ー ム 中 に お いて 「G コマ ンド 」 を 使う 機会 は 
る 々 ある は ざ ず で す 。 そ の だ び ご と に [f・4] キー を 押し て 項目 を 選択 し て いて は 手間 で 
し よう つ 。 

し が し 、「G コマ ンド 」 は 通常 の 画面 に 項目 を 入力 する だ け で も 使用 する こと が で きる 
の で す 。 具 体 的 こ に は 、 以 下 の 項 目 を 入力 し ます 。 

入力 し て ガ ら の 操作 は 前 述 し だ 通り で す 。 試し て みて ぐだ さい 。 


回 = ドド セー ププ リス ンー トド の インポ ス ョ リア / 


SN 


PC-9801IN/NS/NV を お 使い の 方 へ 


PC 一 9801N を 使用 し て ゲー ム で 遊ぶ 場合 は 、 次 の よう な 手順 が 必要 で す 。 
④ ゲ ー ム ディ スク 1 に MS-DOS の シス テム を 組み 込む 。 
② コ ユー ザー ディ スク を 準備 する 。 
《注意 》 ロ > ガ 表示 され る まで ゲー ム デ ィ ス ク 1 を ドラ イブ に 入れ な いで 下さ い 。 


モー ド の 設定 


PC-9601N を お 持ち の 万 は 、 シス テム ソフ ト の 製品 を 使用 する 前 に 、 政 ず げ ハ ー ド 本 体 
の モー ド 設 定 を 以下 の よう に 設定 し て ぐだ さい 。 


1.RAM ドラ イブ の 使用 する 
2. シ ステ ム 起 動 装 置 の 指定 FD 優先 
3. 第 一 ドラ イブ の 指定 FD 
4.RAM ドラ イブ ライ ト プ ロ テク ト し な い 


《 注 意 ) モー ド の 設定 は 、 ハ ー ド 本 体 に 添付 され て いる マニ ユア ル を 参照 し て 行 つ て 
ぐだ さい 。 


a 


る MS-DOS の 起動 


ハー ド 本 体 の モー ド 設 定 が 終了 し だ ら 、 次 に ゲー ム 前 の 準備 を 行う を ため に 、MS-DOS 
の シス テム を 起動 し ます 。 

PC-9801N は 、 ド ライ ブ BB が 仮想 の RAM ドラ イブ に な つて いる だ め 、 一 旦 RAM 
ドラ イブ に MS-DOS の シス テム を コピ ー し ます 。 

操作 手順 は 以下 の 通り で す 。 


《 操 作 ) 


① ハ ー ド 本 体 の マニ ュ ユア ル を 参照 し 、 「98NOTE メニ ュー」 を 起動 し ます 。 

② メ ニュ ー の 中 の 「2.FD っ RAM ドラ イブ コピ ー」 を 選択 し ます 。 

③ デ ィ ス ク の 確認 の メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 デ ィ ス フク ドラ イブ に MS-DOS の 
シス テハ ム ディ スク を セッ ト し 、 回 キー を 押し ます 。 

③④ ディ スク ドラ イブ ガ ら RAM ドラ イブ へ の コピ ー ガ 開始 され ます 。 

コピ ー が 終了 し た ら 、 デ ィ ス ク ド ラ イブ に セッ ツ ト し て いる MS-DOS の シス テム ディ 
スク を 抜き 取り 、 リ リセ ツ ッ ト ボタ ン を 押し ます 。 

⑥ MS-DOS が RAM ドラ イブ ガ ら 起動 する と 、 炊 の 2 つの 状態 の うち どちら が ガ が 表示 
され ます 。 それ ぞ れ の 対処 を 行い 、 入力 待ち の 状態 (B> と 表示 され だ 状態 ) に し ます 。 


e MS-DOS の コマ ンド メニ ユー が 表示 され だ 場合 

=» [STOP」 キー を 押す な が 、 LC TRL] キー を 押し な が ら [C] キー を 押し ます 。 
e | 日 付 を 入力 し て ぐだ さい 」 と 表示 され だ 場合 

う リ ター ン キ ー を 2 回 押し ます 。 
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を MS-DOS の イン スト ー ル 


ゲー ム デ ィ ス ク 1 に MSーDOS の シス テム を 組み 込み ます 。 

PCー9801N で は 、 MS-DOS シス テム の イン スト ー ル で 「SYSCOPY」 コ 
マン ド に 特別 な パラ メー タ を 付加 する 秒 要 が ある の で 、 注 意 し て くだ さい 。 

操作 手順 は 以下 の 通り で す 。 


《操作 》 


① MS-ーDOS の シス テム ガ が 起動 し 、 コ マン ド 入 力 待 ちの 状態 で あめ る こと を 人 確認 し ます 。 
ディスク ドラ イブ プ に ゲー ム デ ィ ス ク 1 を セツ トレ ます 。 
この 時 、 プロ テク トン ツチ を 書き 込み の で きる 状態 に し て お きま す 。 
③ コ マン ド 入 力 待 ちの 状態 (G> と 表示 され て いる ) で ある ご こと を 確認 し 、 下 線 部 を 入力 
レ ま す 。 


B>A : 2 
A>SYSCOPY 日 : A: 回 

②③ この 時 、 ディ スプ レイ ピ に 表 示さ れる メ ツ セージ に 従い 、 ディ スク ドラ イプ に ゲー ハデ 
イス ク 1 が 入っ て いる こと を 確認 し ます 。 

リタ ー ン キー を 押す と 、 イ ンス トー ル 作 業 が 開始 され ます 。 

© 上 で MS-DOS の 組み 込み が 終了 し まし だ た だ 。 


《注意 》 作業 終了 後 は 、 ゲ ー ム ディ スク 1 の プロ テク トン ノッチ を 書き 込み の で き な おい 
状態 に 戻し て ず お いて ぐだ さい 。 
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を $98 NOTE タイ プ の ゲー ム の 起動 


9 8 NOTE タイ プ で 初め て ゲー ム を する 場合 は 、RAM ドラ イプ ブ に ゲー ム デ ィ ス グフ 
2 を コピ ー し て が ガ ら ゲー ム を 始め ます 。 

ゲー ム を 終了 し て ユー ザー ディ スク に デー タダ を コピ ー し だ 後 は 、 RAM ドラ イプ に ユ 
ーー ザー ディ スク を コピ ー し て ゲー ム を 始め て 下さ い 。 


の 「98 NOTE メニ ュー」 の 起動 

※ 起 動 の 方 法 は 、 ハ ー ド 本 体 の マニ ユア ル を ご 覧 ご だ さい 。 
@ 「2. FD =» RAM ドラ イブ コピ ー」 の 実行 

ゲー ム デ ィ ス ク 2 を ディ スク ドラ イブ に セツ ト し 、RAM ドラ イプ に コピ ー し ます 。 
AQ ゲ ー ム ディ スグ 1 の セッ ト 

コピ ー が 終わ る と ゲー ム デ ィ ス ク 2 を 取り 出し 、 ゲー ム デ ィ ス ク 1 を セッ ト し ます 。 
③④ リセ ッ ツ ト を 押す 

し ば らく する と ゲー ム の オー プ ニ ン グ 画 面 が 表示 され ます 。 


ゲー ム の 終了 


9 8 NOTE タイ プ で は RAM ドラ イプ の デー タ を ユー ザー ディ スク に コピ ー し て 
が ら ゲ ー ム を 終了 し ます 。 


@ 「 セ ー プ 」 「 ク イッ ト 」 の 実行 
[F・4 ] の コマ ンド 〈P. 32) の 「 セ ー プ ブ 」 で RAM ディ スク に それ まで の デー 
を 書き 込み 、「 フ イッ ト 」 を 実行 し MSーDOS に 戻り ます 。 

②「9 8 NOTE メニ ュー」 の 起動 
ゲー ハム デイ スク 1 を 取り 出し 、9 8 NOTE メニ ュ ユー を 起動 し ます 。 
※ 起 動 の 万 法 は 、 ハー ド 本 体 の ツマ ニュ アル を ご 覧 くだ さい 。 

③「3. RAM ドラ イブ ゥ FD コピ ー」 の 実行 
ディ スク ドラ イブ に ユー ザー ディ スク を セッ ツ ト し レ 、RAM ドラ イブ が から ユー ザー ディ 
スク に コピ = し まる 。 ] 
コピ ー が 終わ る と 、 ユ ー ザ ー デ ィ ス ク を 取り 出し ます 。 
※ 次 回 か ら は 、 ユー ザー ディ スク の 内 容 を RAM ドラ イブ に 移し て 、 ゲー ム を 始め て 
こ だ さ い 。 ] 

@④ 本 体 の 電源 を 切り ます 。 | 
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ハー ド デ ィ スク へ の 組み 込み 


「 ム ー ン ミス に ト 」 は 、 ハ ー ド ディ スク で プレ イ す る こと が で きま すず す 。 
ハード ディ スク に イン スト ー ル する だ め に は 、 ハ ー ド ディ スク の 空き 容量 が 3MB 以上 
秒 要 で す 。 


《注意 》 

本 製品 は 、 ハ ー ド ディ スク で 使用 する こと が で きる よう に 設計 され て お り ま す が 、 お 
竹 様 ガザ MS 一 DOS と ハー ド デ ィ スク に つい て 、 充分 な 知識 と 経験 を 有 し て いる こと を 
前 所 こし て お り の ます 。 

一 般 HBN に ハー ド デ ィ スク の 場合 に は 、 複 数 の ソフ トウ エア を 同一 デイ スク 上 に 保存 す 
る だ め 、 あ や まつ だ 使用 を する と 他 の プロ ゾラ ム を 消去 し て し まつ だ り 、 最悪 の 場合 は 
買 重 な デー タダ を 壊し だ りす る こと が あり ます 。 

も し 、 以 上 の 障害 が 発 生 し まし て も 、 弊 社 で は その 責任 を 負え ませ ん の で あら が ガ じ め 
ご ゞ 承 の うえ で 、 ハードディスク に イン スト ー ル し て こぐ だ さい 。 


① サ プ デ ィ レ クト リ の 作成 
パード デ ィ ス ク グ ガ ら マ シン を 起動 し ます 。 
プロ ンプ ト (>) が 表示 され だ ら 、「MD_S-SOFT 回 」「TCD 8S-SOFT 罰 」「MD 
MOON 加 TCD MOON 回 」 と 入力 し ます 。 


A>MIUD_SーSOFT 
A>CD_S-ーSOF「 
A>MD MOON 
A>CD_MOON 


これ で 、「MOON」 と いう サブ ディ レク トリ が 作成 され 、 カ レン トディ レク トリ を そ 
ご に 移す こと が で きま し た だ 。 
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② フ ロッ ピー ディ スク ガ が ら ハ ー ド ディ スク に ファ イル を コピ ー す る 。 
ディ スク ドラ イブ A (1 ) に ゲー ム デ ィ ス ク 1 を 入れ 、 「COPY B :*.* A :」 
と 入力 し 回 キー を 押し ます 。 


A>COPY B :*※.* A : 回 


「B:」 の 部 分 は 、 シ ステ ム 構 成 に よ つ て 異な り ま す 。 
ディ スク ドラ イブ が ガ 「C:」 に な つて いる 場合 は 、「COPYC:*.* A:」 と 入力 し 回 キー 
を 押し ます 。 


| メメ X 個 の フラ イル を コピ ー し まし だ 」 と 表示 され だ ら コ ピー 終了 で す 。 
それ まで ゲー ム デ ィ ス クノ を ディ スク ドラ イブ ガ ら 取り 出さ ない で ぐだ さい 。 
上 記 の ま 順 で 、 同じ < く ゲ ー ム ディ スク 2 も ハー ド デ ィ スク に ファ イル を コピ ー し ます 。 
これ で 、 ゲ ー ム ディ スク 1.2 内 の 全て の ファ イル を 、 ハー ド デ ィ スク を コピ ー す る こと が 
で きま し だ 。 


③ 直 動 方 法 
MS-DOS を 起動 後 、 ま ず 、 カレ ント ディ レク トリ を ゲー ム の 入 つ て いる サ プ デ ィ レ 
トリ に 変更 し ます 。 
[CD S-SOFT 回 」 「CD MOON 回 」 と 入力 し 、 暫 キー を 押し ます 。 


A>CD S-SOFT a 
A>CD MOON lg 


次 に 、『 ム ー ン ミス ト 」 の ゲー ム デ ィ ス グ ク 1 を ディ スク ドラ イブ A( 1 うに セッ ト し て 、 
「GAME」 と 入力 し 、 回 キー を 押し ます 。 


A>SSGAME 


これ で ゲー ム を 開始 する こと が で きま す 。 

「 ム ー ン ミス ト 」 で は 、 約 600KB 以上 の メモ リ を 使用 し ます の で 、「 メ モリ 容量 が 不足 
で す 」 と いう メッ セー ジ ガ が 表示 され て 、 ゲ ー ム が 起動 し な い 場 合 こ に は 、 FEP や その 他 、 
メモ リ を 大 者 に 占有 する デバ イス ドラ イ バ な ご を CONFIG.SYS ガ ら 削除 し て ぐだ さ 
い 。 
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ペン ザン ス 街 の 果樹 園 に 亡霊 が 出る / 





1) 


O 〇 ン ザ ンス の 街 に 、 あ る 古い 豪邸 が 残っ て いま す 。 そこ に は 一 人 の 老 婦人 が 住 
マイ ん で いま し た 。 婦 人 の 名 前 は ミセ ス ・ バ イネ ス と いっ て 、 自 分 の 郎 宅 ゃ 果樹 
園 に ある 立派 な 林檎 の 木 を た い へ ん 誇り に し て いま し た 。 街 の 人 々 も この 半 
樹 園 に な る 果実 が 大 好き で し た 。 し か し 時 が 経つ に つれ 、 バ イネ ス 婦 人 の 議 り は 金銭 欲 
に 変わ っ て いき まし た 。 夜 の 間 も 果 樹 園 を 見 張ら ちせ る た め に 召使 い を 雇う よう に な っ な た 
の で す 。 で すか ら 見 張り を する 者 は 、 湿 っ た 木の下 で 暗く 長い 夜 を (何時 間 も の 間 )、 過 
ご さ な け れ ば な ら な い の で す 。 
バイ ネス 婦人 に は 疑い 深い 人 で し た の で 、 見 張り 番 の 召使 い が き ちん と 仕事 を し て いる 
か どう か 心配 で し た 。 あ る 夜 、 婦 人 は 黒い シル ク の マン ト を 身 に まとい 、 玉 樹 園 に こっ 
そり 忍び 込み まし た 。 そ し て 、 召 使い が ちゃ ん と 仕事 を し て いる か 確認 し よう と 、 見 張 
り 番 の 姿 を 探し まし た 。 し か し 彼 の 姿 は どこ に も 見 あたり ませ ん 。 バイ ネス 婦人 は 、 林 
槍 の 木 に 登り 、 木 を 揺らし て 林檎 を 落と し 、 こ の 意 け 者 の 見 張り 番 に 、 落 ち た 林檎 に 気 
づか せ 戒 め よ うと し た の で す 。 
し か し 、 見 張り 番 は ちゃ ん と いま し た 。 バ イネ ス 婦 人 の と ころ か ら 離 れ た 木の下 で ち 
ょ っ と 眠っ て いた だ け だ っ た の で す 。 林檎 が 地面 に 落ち る 音 に 気づい て 、 役 は 跳び 起き 、 
泥棒 を 驚か せよ うと 手元 の 拳銃 を 発砲 さき せま し た 。 
「 人 殺し ーー/」 
バイ ネス 婦人 は 叫び 、 そ の あと 、 落 ち て いた 林檎 に つま づい て 転ん で し まい まし た 。 そ 
の 後 バ イネ ス 婦 人 は 、 そ の 人 怪我 が も と で 死ん で し まい まし た 。 
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それ か ら 、 こ の 果樹 園 は バイ ネス 婦人 の 亡霊 に よっ て 見 守ら れ て いる と 言わ れ て いま 
す 。 夜 に な る と 、 バ イネ ス 婦 人 の 亡霊 は 木々 の 問 を すっ と すり 抜け て 、 邑 の 中 で シル ク 
の マン ト を な び か せな が ら 浮 か びあ が る で す 。 か と 思う と 、 草 を 蹴っ て 、 木 の 葉 の 様 に 
風 に の っ て 飛び 上 が り 、 庭 の 志 に ぴょ こん と すわ っ た りす る の で す 。 そ の 時 い スカ ー ト 
か ら は バイ ネス 婦人 の や せ 細 っ た 脚 が に ょ きり と 出 て いる そう で す 。 また 、 暗く な る と 、 
その 誰 も 住ん で いな い 豪 尋 の 窓 か ら 何 か 黒い 彰 の よう な 物体 が 現れ 、 近 く を 通る 通行 人 
めがけ て 挙 を 振り 上 げ 0 と いう の で す 。 

そん な 只 を 聞く よう に な っ て か ら は 、 誰 も が この 間 樹 彫 や 杜 度 に 足 を 踏み 入れ よう と 
し ませ ん 。 だ か ら 林 檎 は どん どん 腐っ て 落ち て いく いっ ぽう な の で す 。 


ブリ スト ル 地 方 の 亡霊 の 出る 荘園 


8 世紀 の 始め の 頃 、 あ る 家族 が ブリ スト ル の 街 か ら 、 コ ー ン ウォ ー ル 地方 の 

] 肥え た 土地 に 移っ て きま し た 。 そ こ で 人 彼 等 は 余暇 を 過ごそ うと 思っ た の で す 。 

彼ら は この 土地 に 立派 な 家 を 建て 、 そ の 家 は 「 ブ リス トル 家 の 荘 園 ] と 呼ば 
4 まり し 6。 

一 方 同じ 寺地 に 、 あ る 小さ な 小屋 が あり まし た 。 そ こ に は 寿 師 と その 妻 と 成人 し た 青 
年 、 エ リッ ク が 住ん で いま し た 。 エ リッ ク は 、 す ぐに その 荘園 に 住む 娘 ル ー シ ー に 夢中 
に な っ て し まい まし た 。 ル ーー シー は 、 い つる も 微笑 み を 絶やさ な い 愛 敬 の ある 赤毛 の 少女 
KM だ 

し か し 、 ル ー シ ー に は 結婚 を 約束 し て いる 男性 が いま し た 。 そ の 人 は 財産 が あり 、 家 
柄 も よく 貴族 出身 の 男性 で し た 。 ル ー シ ー は エリ ッ ク の 気持 ち に 少し も 気づか ず 、 彼 の 
申し 出 を 断っ て し まい まし た 。 エ リッ ク は 苦し み と 始 の あま り 気 が 狂い 、 ル ー シ ー を 
屋根 裏 部 屋 に 誘い 込ん で 強姦 し 、 そ し て と うと う 、 ル ー シ ー を 窓 か ら 突 き 沙 と し て 殺し 
て し まい まし た 。 エ リッ ク は ルー シー を 殺し た 罪 で 捕らえ た られ 、 村 人 の 手 に よっ て 、 紋 
首 刑 に 処せ らち られ まし た 。 そ れ か ら 、 そ の プリス トル 家 の 荘 園 の 屋根 裏 部 屋 に は 、 エ リッ 
ク と ルー シー の 亡霊 が 出る よう に な っ だ た の で す 。 

絞首刑 で 苦し み 死 ん で いっ た エリ ッ ク の 魂 は 、 幸 せ に 暮らし て いる 人 た だ たち を 始 ん で い 
まし た 。 特に 、 結 婚 し て いる カッ プル は 格好 の そえ じき に な り 、 恐 ろ し い 思 い を 何 度 も 味 
わっ て いま し た 。 た と そば 、 蒸 し 暑い 夏 の 夜 に 、 凍 る よう な 冷た い 風 が 吹き 、 目 を 覚 ま 
すこ と が し ば し ば あり まし た 。 ぞ っ と する よう な 空気 が 部 屋 中 に 立ち こめ る の で す 。 取 
NRE a 
する の で す 。 恋人 た ち は 、 目 に は 見 えな い 准 た い 手 に よっ て 引き 裂 か れ て いる 事 に 気 つ 
いて いま し た 。 そ し て 黒い マン ト を 兎 っ た 1 背 の 高い 亡霊 が 時 々 現れ て 、 死 に 顔 を 見 せよ 
うと マン ト の フー ド を 持ち 上 げ る の で す 。 
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と ころ が 一 方 、 独 身 の 和 人 たち は めった に そん な 恐い 体験 に 悩ま され る こと は あり ませ 
ん で し た 。 ルーシー の 魂 が この 人 た ち を 守っ て いる の で し ょ う 。 

何 年 か が 経ち 、 墓 彫 や 小屋 は すっ か り 旋 府 し て し まい まし た 。 半 世紀 も の 問 、 ず っ と 
放置 され て いた の で す 。 し ば らく し て 、 あ る 貴族 と その 妻 が ブリ スト ル 家 の 荘園 に 住む 
こと に な り ま し た 。 木 っ 子 の 男の子 は ピー ター と いっ て 、 庭 委 の 小屋 を 遊び 場 と し て 使 
っ て いま し た 。 村人 た ちの 上 皿 告 に も か か わら ず 、 ピ ビー ター は その 小屋 で 多く の 時 間 を 過 
ご し まし た が 、 一 度 も 芝 ろ し い 体 験 を 味わう こと は あり ませ ん で し た 。 

ビー ター は 革 の 話 を 聞い て 、 た い へ ん 興味 を も ち ま し た 。 ル ー シ ー に な に か 特別 な 絆 
を 感じ し た の で す 。 も し 彼女 が 役 き され た と き に 、 自 分 が その 場 に いた な ら 、 き っ と 彼女 を 
救っ た だ ろう と 思い まし た 。 そ し て 、 と きど き ル ー シ ー の 魂 が 自分 の そば に に いる こと 
を 感じ と る こと が で きま し た 。 こ の 小さ な ほこ りっぱ ぽい 部 屋 の 中 で 、 遊 ん だ り 、 本 を 講 
ん だ り 、 空 想 に ふ ふ け っ て いる と き に そっ と 訪れ る の で す 。 

時 が 過ぎ 、 ピ ー タ ー は 成人 に な り ま し た 。 そ し て 、 大 学 に 入学 する た め に この 部 屋 を 
去る 日 が 訪れ まし た 。 ピー ター は 子供 の 頃 自 分 が よく 過ごし た この 部 屋 を 、 き れい に し 
て か ら 出 よう と 思い まし た 。 も うこ の 部 屋 に 戻っ て くる こと は な い だ ろ うと 思っ た の で 
し ょ う 。 ま ず 、 計量 カ ッ プ を きち ん と 並べ 、 土間 を 掃き まし た 。 そ し て 最後 に 振り 返り 、 
きれ い に な っ だ た 部屋 を 眺め まし た 。 

する と 先ほど 、 掃 いた ば か り の 上 間 の 真ん中 に 、 繊 細 な 金 の ロケ ッ ト が 落ち て いる の 
を 見 つけ まし た 。 そ の ロケ ッ ト を 拾っ て 開け て みる と 、 そ こ に は 古い 写真 が 入っ て いま 
し た 。 微 舌 ん だ 瞳 を し た 愛くるしい 赤毛 の 少女 の 姿 が 写っ て いま し た 。 そ う で す 。 そ の 
少女 は ルー シー だ っ た の で す 。 
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デン シャ ム 牧 師 


ww ドミ ン 荒 野 か ら 人 時 離れ た 
コ と ころ に ワレ ガン と いう 街 
“人 が あり まし た 。 こ の 街 の 教 
会 に 新しい 牧師 と し て 、 デ ン シ ャ ム と 
いう 牧師 が や っ て きま し た 。 

し ば らく し て 牧師 と 信者 と の 間 が う 
まく いか な く な り ま し た 。 牧師 は 、 集 
会 に 参加 する 人 人 たち が あま り に も 少な 
い の で 苦情 を 言っ た の で す 。 集 会 に 参 
加 す る 人 を 増やす た め に 彼 は 厚紙 で 信 
者 た ちの 人 形 を 作り まし た 。 日 曜日 の 
礼拝 で 、 た と え 紙 で で きた 仮 の 信者 の 
姿 で も 、 集 会 の 席 が 埋め 尽く され ば 、 
きっ と それ を 見 て 信者 が 集まっ て くる 
だ ろう と 思っ た の で す 。 

努力 の 甲斐 な く 、 牧 師 は 村人 た ちの 
心 に 立ち 入る こと が で きず 、 集 会 に も 
信者 は 集まり ませ ん で し た 。 牧 師 は 玄 
関 の そ ば に 大 き な 箱 を 置き 、 そ の 中 に 
食料 雑貨 や 郵便 物 を 入れ まし た 。 そ し 
て 自分 の 家 の 回 り を 高い 堀 で 囲み 、 さ 
ら に 有 刺 鉄線 を 張り めぐ らし まし た 。 
これ だ け の 防備 で も まだ 十分 で な いと 
思っ た の か 、 彼 は 何 匹 も の 野犬 を 飼い 、 
家 の 中 に 忍び 込 も うと する 者 が いた ら 、 
すぐ に か みつ く よ う に 、 許 の 中 で 放し 
飼い に し まし た 。 

街 の 人 々 は 司祭 に 懇願 し て 牧師 の 行 
い ぃ を 改め る よう に 頼ん だ の で す が 、 牧 
師 は 別に 法 を 犯し た 訳 で は な いし 、 牧 
師 が ここ を 去る と 、 教 会 の 勢い が な く 
な っ て し まう と 思い 、 司 祭 は それ で も 
な お 、 デ ン シ ャ ム を 日 曜 礼拝 の 牧師 に 
就 か せま し た 。 
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し か し 今 で は 、 デ ン シ ャ ム 牧 師 の 集会 に 集まる 人 た ち は 、 す べ て 厚紙 で で きた 信者 だ 
っ た の で す 。 こ の 礼拝 で は 、 彼 は まさ に 神 そ の も の に な っ て いた の で す 。 年 月 が 過ぎ 、 
野 大 は 死に 、 志 は 朽ち 果て て 区 れ そう に な っ て いま し た 。 牧師 の 家 に は 、 煙 突 か ら 出 る 
煙 と 、 時 々 庭 に 現れ る 黒い 山高 帽 を か ぶっ た フロ ッ ク コ ー ト の 背 の 高い 人 以外 何 も 見 え 
ませ で も 

ある 日 、 牧 師 の 煙突 か ら 煙 が 途絶 を た こと に 気づき 、 村 人 た ち は 勇 気 を 出し て 堀 を 壊 
し 、 牧 師 の 家 に 押し 入り まし た 。 そ こ CO : っ ぱ の 食糧 袋 と パッ キン グ さ れ 
ee 
だ た 。 き っ と 、 燃 料 と し て 使っ な の で し ょ う 。 そ し て 階段 の と ころ に 牧師 が 横たわっ て 死 
ん で いま し た 。 ま る で 厚紙 で つく られ た だ 人間 の よう に な っ て いま し た 。 牧師 は 二度と 生 
き 返 り ま せん で し た 。 そ の 古い 牧師 の 家 に は 平和 が よみ が そり まし た が 、 デ ン シ ャ 4 ム 牧 
衛 は よみ が えっ て きま せん で し た 。 夜 に な る と 、 黒 い 山高 幅 を か ぶっ た 幽霊 が 牧師 の 庭 
を さま よい 、 荒 れ 果 て た 芝生 を 物 愛 げ な 面 も ち で あちら こち ら 宰 科 し て いる と いう こと 
KG 


トレ シリ アン 城 に で る 白い 貴 夫 人 


か し むか し 、 海 賊 た ち が コ ー ニ 

ッシュ 海岸 を 荒らし 向っ て いな た 

頃 、 一 人 の 女性 が トレ シリ アン 
城 に や っ て 来 ま し た 。 彼女 は トー マス ・ ト 
レシ リア ン 箇 と 結婚 の 約束 を 交わ し て いた 
の で す 。 彼女 は 若く 、 美 し い 盛 り で 、 金 髪 
の 髪の毛 は 、 少 女 の よ うに 編ん で いま し た 。 
a 
すず すっ と 年 上 で 、 経 験 豊富 で し た 。 トーマ ス 
i 
人 で 、 他 人 に 対し て と て も 厳し く 、 ち ょ っ 

と の 過ち を も 許さ な い 人 で し た 。 

一 人 の 結婚 生活 は 決し て 幸せ と は いえ そま 
せん で し た 。 ト ー マ ス 卿 は 国 の た め に 戦場 
に 赴く こと が 多く 不在 が ど が ちな の で 、 花 嫁 は 
いつ も 一 人 寂し く こ の 海辺 に 近い 大 き な 城 
で 、 ト ー マ ス 有 卿 の 帰り を 待ち わび な が ら 何 
ヵ月 も の 間 過 ご さき なく て は な り ま せん で し 
人 
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トレ シリ アン 城 の ある 教区 で は 、 子 供 が 生ま れる と 、 ト レシ リア ン 一 家 の 出 席 す る 晩 
約 会 を 開い て し まし た 。 で も 、 教 区 内 で 子供 が 生ま れ な か っ た の で 、 彼 女 を 元気 づけ る 
た め 大 広間 で の 晩 約 会 は 開く こと は で きま せん で し た 。 あ る 日 、 ト ー マ ス 卿 の 第 に あな た 
る 青年 が 城 を 訪れ まし た 。 彼 は 勇敢 で 男らしく 、25 歳 の 青年 で アー サ ・ ト レシ リア ン と 
いい ます 。 も し トー マス 卿 の 結婚 が 実 を 結ん で いな か っ た な ら ば 、 こ の アー サ が この 城 
と すべ て の 財産 を 相続 する こと に な っ て いま し た 。 ア ー サ と トー マス 卿 の うら 若き 妻 は 、 
し だ い に 親 密 な 仲 に な っ て いき 、 よ く 二 人 が 海岸 や 荒野 を いっ し ょ に 散歩 し て いる 姿 を 
見 か ける よう に な り ま し た 。 「 

今 で は 花嫁 も すっ か り 元 気 に な り 、 彼 女 の 笑 い 声 が 城 の 廊下 じゅ うに 響き わた る よう 
に な り ま し た 。 城 は 明る い 雰 囲 気 に な り 、 み ん な は と っ て も 喜ん で いま し た 。 し か し 、 
トー マス 卿 だ ご け は ちがい まし た 。 彼 は スコ ッ ト ラ ンド か ら 戻 っ て きた と き 、 チ ャ ペル で 
妻 と 朝 の アー サ が 抱き 合っ て いる の を 見 て し まっ た の で す 。 

当然 トー マス 卿 は 、 こ の 二 人 の ふし だ ら な 行為 を 許し ませ ん で し た 。 ア ー サ は 水 遠 に 
コー ニッ シュ 海岸 か ら 追放 され 、 そ し て 妻 は 地下 室 の 壁 に 閉じ こめ られ 、 刀 で 塞 が れ 
生き 埋め に され て し まっ だ た の で す 。 妻 は も が き 苦 し み 死ん で いき まし た 。 そ し て トー マ 
ス 名 も ノー マン ディ ー の 戦場 で 戦死 し て し まい まし た 。 そ し て 、 こ の 城 は 2 番目 の 匠 に 
受け 継が れ ま し た 。 

それ か ら す ぐに 、 こ の トレ シリ アン 城 の じめじめ し た 気味 の 悪い 廊下 で 、 哀 れ な 花 辺 
の 魂 が さま よい 飛ん で いる の を 見 た と いう 人 が いま す 。 彼女 の 長い 編み 髪 は ほど か れ 、 
細い 身体 に は シル バー ホワ イト の ガウ ン を 身 に まとっ て いる そう で す 。 

今 で も な お 、 この 花嫁 の 亡霊 、「 白 い 貴 夫人 」 は 永遠 に 魂 と 身体 が 安らぐ 場所 を 求め て 、 
古い 塔 に よく 出没 する と いう 話 で す 。 


呪い の シル クシ ョ ー ル レン 


る と ころ に 、 船 長 の 妻 が いま し た 。 彼女 は 自分 の ふる さと の 小さ な 村 か ら 外 
に 出 て 、 世 界 を 見 て みた いと ずっ と 思っ て いま し た 。 あ る 日 、 夫 が 航海 に 出 
る と き 、 い っ し ょ に 連れ て いっ て ほし いと 頼み こみ まし た 。 し か し 船長 は 、 

「 海 は 、 女 性 が 来る べき と ころ で は な いん だ よ 。」 と 説得 し よう と し た の で す が 、 そ れ で 
も 妻 は 諦め よう と せ ず に 、 夫 に 頼み 続け まし た 。 妻 の 熱意 に 負け 、 船 長 も と うと う 航 海 
に いっしょ に で る こと を 認め て し まい まし た 。 

海 は 荒れ 、 航 海 は 長く 、 船 上 で の 生活 は 退屈 な も の な の で す が 、 彼 女 に と っ て は 、 毎 
日 が 新しい 時 険 で し た 。 波 うつ 深緑 の 海 に 浮か ぶ 広 大 な 地平 線 、 さ ま ざ ま な 形 に 変わ っ 
て いく 雲 の 流れ 、 魚 を 捕 ろ うと 海面 に 向かっ て 低空 飛行 し て くる 海猫 、 作 業 を し て いる 
船員 た ちの 姿 や 、 夜 に な る と 海 の 唄 を 歌う 姿 、 そ ん な 光景 を 見 て いる の が と て も 好き で 
上 
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そし て 寄港 地 で は 、 曲 が りく ね っ た 路地 に 開か れる オリ エン トバ ザー に 出かけ る の も 
楽し み で し た 。 船長 は そこ の バザー の ロン ドン ショ ッ プ で 、 紅 茶 和 や 陶 益 、 紐 な ど を 買い 
まし た 。 そ の バザー の 中 の 一 つ に 、 愛 華 な 衣装 を た くさ ん 売っ て いる 店 を 見 つけ 、 そ こ 
で 妻 に プレ ゼン ト を 買い まし た 。 こ の 航海 の 記念 に と 思っ た の で す 。 そ の プレ ゼン ト と 
いう の は 、 シ ルク の ショ ー ル で 、 人 色とりどり の ツグミ や マル メロ の 木 の 模 様 が 施さ れ 、 
光沢 の ある 金 の 糸 で 縫い つけ られ て いま し た 。 妻 は 信 ま で こん な に 美しい も の を 見 た こ 
と が な か っ だ た の で 、 た だ たいへん 喜び 、 そ れ か ら と いう も の 、 い つも ショ ー ル を 肩 に か け て 
いま だ た 2 

嵐 の 日 を 切り 抜け 、 度 重なる 疲労 に も 耐え な が ら 、 船 は 喜 望 峰 の 周辺 を 航海 し 、 と う 
と う ア フリ カ 海 岸 に た どり 着き まし た 。 そ し て や っ と 北大 西洋 に 着き 、 愛 する イギリス 
に 近い らい て きま も た た 。 

通い 慣れ た 海峡 だ か ら と いっ て 必ず し も 安全 と いう 訳 で は あり ませ ん で し た 。 船長 の 
船 は 、 突 然 ニ ュー リン 地方 の 漁師 た ち に 襲撃 され て し まっ た の で す 。 彼ら は ここ 最近 ず 
っ と 汐 が な か っ た た だ た め 、 海 賊 の よう な 生活 を し て いま し た 。 彼ら は 厚 板 を 海 に 渡し 、 船 
に 乗っ て いる 人 た ち に 日 隠し を させ て その 昼 板 の 上 を 歩か せ 、 ど ん どん 海 へ 落と し て い 
っ た の で す 。 そ れ は も う 冷 酷 な や り 方 で 、 女 性 で あろ うと 子供 で あろ うと 構わ ず 、 海 へ 
沙 と し て いっ た の で す 。 そ し て 、 船 長 の 妻 に も 死 が 近づき 、 太 板 を ゆっ くり 下っ て いく 
と き 、 一 人 の 漁師 が 彼女 の 肩 に か けら れ て いる シル ク の ショ ー ル を は ぎ 取 っ て し まい ま 
し た 。 こ の よう に し て 妻 は 死に 際 に 宝物 で ある ショ ー ル を 奪い 取ら れ て し まっ た の で す 。 

ショ ー ル を 奪っ た 漁師 は 、 そ の ショ ー ル を 家 に 持ち 帰り 妻 に 渡し まし た 。 も ちろ ん 、 
どう し て その ショ ー ル を 手 に 入れ た か な と 言う わけ が あり ませ ん 。 人 彼女 は 日 曜日 の 礼 捧 
で 、 ち ょ っ と お し ゃ れ し て 行こ うと 思い 、 そ の ショ ー ル を 身 に つけ て 、 一 回 転 し 鏡 の 前 
に 立ち 、 思 わ ず 、 そ の 蒙 華 な ショ ー ル の 美しき に 見 と れ て いま し た 。 そ の と き 突 然 、 彼 
女 の 背後 に 海 で 湧 れ 死ん だ 船長 の 妻 の 顔 が 鏡 に 映り まし た 。 そ の 青白 い 顔 は 、 漁 師 の 妻 
を じっと 昭 ん で いま し た 。 船長 の 妻 の 濡れ た 髪の毛 は まる で 深海 に 浮い て いる か の よう 
に 、 頭 か ら な び い て いま し た 。 そ し て 血の気 の な い 指 で ショ ー ル を 指し て いま し た 。 

漁師 の 妻 は 恐ろし さ の あま り 狂 っ て し まい 、 う わ ご と を 言い な が ら 、 し ば らく し て 死 
ん で し まい まし た 。 い っ た いこ の ショ ー ル に 何 が 起き た の か 誰 も 知り ませ ん 。 今 で は 、 
その ショ ー ル も さま よう こと な く 、 洋服 ダン ス の 中 で 眠り に つい て いる こと で し ょ う 。 
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ペン ロー ズ の 伝説 

ve ルフ ・ ペ ン ロ ー ズ は 、 最 愛 の 妻 と 7 歳 の 息子 を 連れ て 海 に 出かけ まし た 。 し 

プ みか し その 時 事故 に あっ て 死ん で し まっ た の で す 。 そ の と き ラ ルフ の 親友 と 徒 

兄弟 の ウィ リア ム ・ ペ ン ロ ー ズ も いっ し ょ で し だ た 。 シ ー ネ ン に ある ペン ロー 
ズー 家 の 十 地 は ラル フ の 弟 、 ジ ョ ン が 管理 する こと に な り ま し た 。 そ れ は 、 あ る 冬 の 夜 
の こと で し た 。 ラ ルフ ・ ペ ン ロ ー ズ は 強風 が 吹い て いる に も か か わら ず 、 家 の 近く の 海 
に 船 を 出し て し まい まし た 。 そ し て コウ ロー 岩 に ぶつ か っ て 船 は 沈没 し て し まっ た の で 
す 。 彼ら は 、 ラ イフ ボー ト を 海面 に 下ろ し まし た が 、 ボ ー ト も 浸水 し 、 全 員 冷 た い 海 の 
中 に ほお り 出 され て し まい まし た 。 事 故に あっ た と き 、 信 号 を 送っ て ペン ロー ズ 一 家 に 
知ら せ た の で す が 、 ジ ョ ン は その 信号 を た だ な が め て いる だ け で 、 何 も し よう と し ませ 
ん で し た 。 全員 死ん だ と 思わ れ た の で す が 、 言 跡 的 に も 息子 の エド モン ド だ け は 生き 残 

り ま し た 。 そ し て 、 家 族 の 財産 を エド モン ド が 相続 し まし た 。 

ジョ ン は エド モン ド の 保護 者 と な っ た の で す が 、 ま る で エド モン ド の 財産 は 自分 の も 
の で ある か の う よ う に 振る 舞っ て いま し た 。 ジョン は 私 財 を 増やそ うと 、 海賊 船 を 作り 、 
殺気 立っ た 船長 と 乗組 員 た ち を その 船 に 乗り 込ま せま し た 。 こ の 野 鼻 な 船長 と 乗組 員 た 
ち は ペ ン ロ ー ズ 家 の 大 広間 に 住む こと に な り 、 村 和信 た ち は こ の 海賊 た ち を 恐れ て 、 ド ア 
に 横木 を と りつ け 、 頑 丈 に 戸 締 ま り を し て いま し た 。 

一 年 が 過ぎ まし た 。 シー ネン の 街 に 雪が 降り 、 野 原 に は 狼 た ちの 遠 大 え が 聞こ そる 李 
人 節 と な っ た 頃 、 ジ ョ ン は 一 家 を 狩り に で か けさ せ て 、 家 に は エド モン ド と 海賊 の 船長 と 
ジョ ン の 3 人 だ けが 残り 、 プ ラン ディ ー を 飲み な が ら 過 ご し まし た 。 台 使い が 家 に 戻っ 
て きだ た と き に は 、 も うす で に エド モン ド の 姿 は あり ませ ん で し た 。 ジョン と 船長 は それ 
ぞ れ ブラ ン デ ィ ー を 飲み な が ら 、 エ ドモ ンド は 一 家 と いっ し ょ に 狩り に 出かけ た と 言い 
まし た 。 エ ドモ ンド の 捜索 が は じ ま り 、 街 の 所 る と ころ を くま な く 探 し まし た が 、 と う 
と う エ ドモ ンド は 見 つか り ま せん で し た 。 き っ と 雪 の 中 で 道 に 迷い 、 崖 に 落ち て 死ん で 
し まっ た の だ ろう と いう こと に な り ま し た 。 

それ か ら 一 年 が 過ぎ 、 ち ょ うど エド モン ド が 消息 を 断っ た 頃 、 明 を 生やし た 浮浪 者 が 
食糧 と 寝る 場所 を 求め て ペン ロー ズ 家 を 訪れ まし た 。 この 当時 、 こ の よう な こと は よく 
ある こと で し た 。 こ の 浮浪 者 は 快く 受け 入れ られ 、 ベ ッ ド ルー ム に 通さ きれ まし た 。 大 広 
間 で は ジョ ン と 海賊 た ち が 新 年 を 祝っ て 騒い で いま し た 。 二階 で は 浮浪 者 が 、 窓 か ら 冬 
の 夜 を じっと 見 つめ て いま し た 。 

その 時 突然 、 海 辺 の 方 か ら 一 面 に 銀色 の 到 が 立ち こん で きま し た 。 霧 の 音 に 耳 を 傾け 
る と 、 嵐 の よう な 海 の う ね り 声 が 聞こ えて きま し た 。 その 音 は だ ん だ ん に 近づい て き て 、 
し ば らく する と 中 庭 に 海水 が 入り こみ 、 浴 れ て きま し た 。 海 に は 荒波 に 揺 ら れ る 幻 の よ 
う な ボー ト が 浮か ん で いて 、 た くさ ん の 人 た ち が 乗 っ て いま し た 。 そ し て な に か 叫ん で 
いる の で す 。 ボー ト は と うと う 転 覆し て し まい まし た 。 そ の 人 た ち は み ん な 青白 い 顔 を 
し て いて 、 誰 も が 助 か ろ うと 必死 で じっと 目 を こら し て いま し た だ た 。 そ の 中 の 一 人 の 男性 
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が 窓 の 方 を し っ と 見 つめ 、 窓 際 に 立っ て いる 浮浪 者 に 向かっ て 叫び まし た 。 

「 ウ ィ リ アム ・ ペ ン ロ ー ズ / 目 を 覚まし て くれ 。 そ し て 息子 を 殺し た 犯人 に 復讐 し て 
くれ 。」 
する と 海 は 消え 、 霧 も 消え て すべ て が 元 の 通り に な っ て いき まし た 。 

ウィ リア ム ・ ペ ン ロ ー ズ は 、 ま さ に その 浮浪 者 で し た 。 役 は 突然 、 記 憶 が 戻り 、 沈 流 
し た 船 や 、 冬 の 冷た い 海 に も まれ て も が き 苦 し ん だ こと を 思い 出し まし た 。 彼 は 遺 難し 
て か ら 、 記 憶 を 失い 、 自 分 が 誰 で ある か わか ら ず また 他 の 人 の こと も わか ら ず 、 街 を 何 
ヵ月 も さま よい 歩い て いた の で す 。 そ し て 本 能 で ペン ロー ズ 荘 園 に 戻っ て き て いた の で 
す 。 

振り 返る と 、 暗 い ベ ッ ド ルー ム に エド モン ド の 小さ く て 青白 い 魂 が 飛び 回 っ て いま し 
だ た 。 そ し て 、 こ うき ささやい だ た の で す 。 

[ジョ ン お じ さ ん が 船長 に 命令 し て 僕 を 殺し た ん だ 。 僕 は この 果樹 園 の 枯れ 木の下 に 埋 
め ら れ て いる ん だ 。 掘り 返し て 僕 を 見 つけ て くれ よ 。 そ し て 僕 の 骨 を シー ネン の 教会 の 
募 地 に 埋め て くれ よ 。 お 願い だ よ 。 も うい いか げん 僕 を 安らか に 眠ら せ て お くれ よ 。」 
その 夜 、 ウ ィ リ アム は 果樹 園 の 枯れ 木の下 を 掘っ て 、 血 まみ れ に な っ た エドモンド の 
遺体 を 見 つけ まし た 。 そ し て や さ し く その 遺体 を 運び 教会 の 墓地 に 埋め まし た 。 そこ は 、 
エド モン ド の 家族 が 埋め られ て いる 場所 で し た 。 ウ ィ リ アム が ペン ロー ズ 荘 園 に も どっ 
た と き 、 ジ ョ ン ・ ペ ン ロ ー ズ の 身体 が 庭 に ある 小屋 の は り に 吊る され て ぶら ぶら 揺 ら れ 
て いま し た 。 ジョン は 枯れ た 林檎 の 木の下 の 掘り 返さ れ た 容 を 見 て 、 首 を 市 っ て 死ん だ 
の OC で LR 
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WELCOME TO 


HAUNT OF THE 
LEGENDARY WHITE LADY 


トレ シリ アン 家 に 住み つく 亡霊 | 白い 中 夫人 」 の 伝説 


= 


トレ シリ アン 家 の 歴 喝 は お よそ を 8 世紀 に お よび ます 。 こ の 長い 歴 
更 を 、 何 世代 も の トレ シリ アン 一 族 が 大 切 に 守り 続け て きま し た 。 
だ か ら こ を 、 今 で も な お トレ シリ アン 城 は 存続 し て いる の で す 。 


18 世 紀 の 頃 を 想像 し て みて くだ さい 。 ま だ 人 々 が 馬 に 乗り 、 コ ー ニ ッシュ の 荒野 を 直 
り 抜 け て いた 頃 で す 。 その頃 、 コ ー ニ ッシュ 地方 に は 何 も あ り ま せん で し た 。 だ だ 地平 
線 の か な た に ぼん や り と 雑木 林 や 沼地 、 そ し て ご つ ご つ し た 岩 が 見 える だ け で し た 。 夜 
が 近づく と 、 濃 い 竣 が 海岸 か ら た ちこ め 、 こ の 荒れ 果て た 地 に 何 か 和 恐ろし いこ と が 起こ 
り そ う な 気配 が 漂っ て くる の で す 。 和 霧 の 中 か らし だ い に ト レシ リア ン 城 の 要 守 が 現れ て 
きま す 。 高く そびえ る 塔 に は トレ シリ アン 家 の 家 紋 が 描か れ た 旗 が 翻っ て いま す 。 城 に 
近づい て いく と 、 縦 仕切 り の ある 窓 か ら こ ぼれ る 明か り が 見 えま す 。 吾 使い たち が 、 あ 
な た の 乗っ て きた 馬 を 世話 し に 、 外 に 出 て きま す 。 さ あ 、 よ うこ そい らっし ゃ いま し た 。 
我 が ト レシ リア ン 城 へ 。 

今日 の 城主 で も ある トレ シリ アン 和 卿 は 、 一 年 を 通し て 何 千 と 訪れ る お 客 様 を 、 ま る で 革 
か ら の 親友 の よう に 厚 バ も て な し て くれ ます 。 ト レシ リア ン 城 を 一 目 見 た ら 、 貴 族 の 生 
活 が や っ と 私 た ち に も 開か れ て きた と うい うこ と が すぐ に わか る こと で し ょ う 。 


中 尾 


中 庭 は 石 で 敷き 詰め られ て いま す 。 ここ に は 何 世 紀 に も 渡 た る 戦争 の 跡 や 、 酒宴 の 跡 、 
そし て 人 々 の 日 常 の 生活 の 跡 が 残さ きれ て いま す 。 崩れ か け て いる 南西 の 門 の 防壁 は 、 か 
つて は 城 を 取り 囲み 、 侵 入 者 か ら 守 っ て いま し た 。 塔 は 、( 本 丸 と も 呼ば れ ま す が ) 住居 
用 の 部 屋 を 備 そ て いま し た 。 度 重なる 内 乱 の 間 、 当 時 の 女性 た ち は こ の 場所 に 寄り 集 ま 
り 、 襲 っ て くる 敵 の 叫び 声 や 頑 拓 な ドア を 破 城 づち で 叩く 音 に お び え な が ら 、 こ こ に 身 
を 隠し て いま し た 。 

今 で は 、 こ の 塔 の 東側 は 、 と て も 豪華 な 住居 用 の 部 屋 と な っ て いま す 。 聞こ える の は 
入り 江 か ら 打 ち 寄 せる 波 の 音 と お 客 様 を も て な す 主 人 の 声 だ け 。 と て も 平和 な 日 々 を 送 
的 


Et cy 


玄関 の 広間 


玄関 広間 の 装飾 は 簡素 で す が 、 天 井 は 高く 造ら れ て いま す 。 こ れ は トレ シリ アン 一 家 
の 誇り を 表し て いる と いっ て よい で し ょ う 。 花 こう 石 で 敷き 詰め られ た 床 を 踏む と 足音 
が 鳴り 響き ます 。 こ の 花 こ う 岩 は コー ニッ シュ の 丘 で 掘り 出し た も の で す 。 大 広間 に つ 
な が る 大 き な プ ロン ズ の ドア に は 、 不 幸 な コー ン ウ ォ ー ル の 王妃 イ ゾ ル テ と トリ スタ ン 
の 悲恋 を 物語 っ た 彫刻 が が ほ どこ され て いま す 。 マ ホ ガ ニー 材 で 作ら れ た コー ト 掛 け の そ 
ば に ある 油絵 に は 、 も う 一 人 の コー ン ウ ォ ー ル の 有名 な 勇者 で ある 、 2 つの 頭 を も っ た 
巨人 サン ダー ボア を 殺し た ジャ ッ ク の 総 が 描か れ て いま す 。 

玄関 の ドア の そば に ある 傘 立 て は 、 本 当 の 象 の 脚 で で き て いま す 。 当 時 の 城主 、 チ ェ 
スタ ー・ ト レシ リア ン は 風変わり で 残忍 な 人 で し た 。1902 年 狩猟 に 出かけ た 折 、 あ る 大 
き な 雄 の 象 が 狩猟 地 を 荒らし て いま し た 。 挙げ 句 の 果て チェ スタ ー 有 彼 の 脚 を 踏み つぶ し 
折っ て し まっ た の で す 。 怒っ た チェ スタ ー 卿 は 象 を 撃っ て 持ち 帰り 、 仕 返し に その 象 の 
脚 を 切り と っ て 傘 立 て に し て し まっ た の で す 。 


応接 問 


風通し の よい 応接 間 は 、 ト レシ リア ン 家 に 訪れ た 友人 た ちや お 客 様 と 楽し く 時 を 過ごす 
部 屋 と な っ て いま す 。 ド レス デン ブル ー の 和 璧 や 品 の ある 調度 品 は 気持 ち を 落ち つか せ て 
くれ ます 。 飾ら れ て いる 多く の 鏡 や 絵画 が お さま っ て いる 額 に は 金 鍵 が 貼ら ちら れ て いて 優 
雅 き を か も し だ し て いま す 。 

高く そびえ 立つ フラ ンス 製 の 窓 は 、 の び の びと し た 気分 に させ て くれ ます 。 こ の 窓 か 
ら は 、 東 に 望む フロ ブ ザ ン ス の 入り 江 や 北 に 望む 庭園 を 一 望 す る こと が で きま す 。 南側 
の 壁 に は トレ シリ アン 家 の 家 宝 で ある ベル ギー 製 の 壁掛 けが か けら れ て いま す 。 こ の 壁 
掛け は 羊毛 で 織 ら れ 、 金 の 糸 が ほど こさ れ て お り 、 一 人 の 女性 が 、 美 し い バ ラ の 咲く 庭 
で 一 頭 の ユニ コー ン の 世話 を し て いる 次 が 描か れ て いま す 。 

暖炉 の 前 に は 金 筆 で 貼ら れ た 小さ な ひじ か け 椅 子 が あり 、 そ の 上 に は サテ ン の クッ シ 
ョ ン が 置か れ て いま す 。 こ の 椅子 に は 、 な ん と ビク トリ ア 女 王 の 来訪 の 印 が 刻ま れ て い 
ます 。1867 年 に 女王 は トレ シリ アン 城 を 訪れ 、 こ の 椅子 に お 座り に な っ た の で す 。 


= うー 


大 広間 


中 世 の 頃 、 ト レシ リア ン 一 族 は 城 の 広間 で 過ごし て いま し た 。 その頃 、 新 し い 大 広間 
を 建築 中 だ っ た の で す 。 新築 し た 大 広間 の 部 屋 は 、 お 客 様 の も て な し や 、 重 要 な ビジ ネ 
ス に 使わ れ ま し た 。 

クリ スマ ス に な る と 、 地 域 の 村 入 た ち が お 城 に や っ て 来 て 、 部 屋 の 真ん中 に 置か れ て 
いる オー ク 材 の 長い 食卓 に つい て 食事 を よ ば れ ま す 。 大 き な 明 炉 に は 赤 々 と 火 が 燃え て 
いま す 。 こ の 暖炉 に は トレ シリ アン 家 の 家 紋 が 刻ま れ て いて 、 暖 炉 を 囲ん で いる 優雅 な 
木彫 は ギャ ラリ ー に 通じ る 広い 階段 に まで 続い て ます 。 ギ ャ ラリ ー に は トレ シリ アン 家 
の 先祖 の 肖像 画 が 飾ら れん 、 ま る で 広間 で 行わ れる 酒 介 を じっと 見 お ろ し て いる か の よう 
CT 

プロ ンズ の ドア の そば に は 、 鎧 を 身 に まとっ た だ 騎士 が 立っ て いま す 。 こ の 鎧 は 、1485 
年 に ボス ワー ス の 戦場 で ジオ フリ ー・ ト レシ リア ン 卿 が 身 に つけ て いた も の で す 。 こ ん 
な に 頑丈 な 鎧 だ か ら 、 き っ と 騎士 た ちの 身体 を 弓 や 妃 か ら 守 っ て くれ だ た だ ろう と 思う か 
も し れ ま せん が 、 考 ん えて も ご らん な さい 。 金属 の 鎧 は それ は 大 変 生 い の で す 。 た と えた 
ぐま も いい 崎 半 で や 歩い た り ず る に は 、 さ ぞ か し た い べ へ ん だ っ だ た こと で し ょ う 。 き し て て 
馬 に 乗り な が ら 敵 と 戦う な ん て 出来 る と 思い ます か ? で きる わけ あり ませ ん よね 。 


ギャ ラリ ー 


暖炉 の 両 サ イド に は 階段 が あり 、 そ の 階段 を 登り 詰め た と ころ に ギャ ラリ ー が あり ま 
す 。 ギャラリー の 長 に は 、 ト レシ リア ン 一 家 の 肖 像 画 が 飾ら れ て いて 、 暗 い 顔 を し た 男 
士 や 貴族 た ちの 中 で ひと きわ 日 を ひく 肖像 画 が 2 つ あ り ま す 。 ハ ー ド リー と ズー の 肖像 
画 で す 。 と て も 魅力 的 に 描か れ て いま す 。 この 2 つの 絵 は 16 世 紀 の オ ー ス トリ ア の 画家 、 
バロン ・ ロ ー ラ ンド ・ フ ォ ン ・ ラ ン ゴ シー に よっ て 描か れ ま し た 。 南側 の 壁 に ある 暖炉 
の 上 に は ゴシック 調 の 窓 が あり 、 そ の 窓 か ら は 貨物 船 や ボー ト が イギリス 海峡 を 行き 交 
うす ば らし い 景 色 を 望む こと が で きま す 。 


居間 


居間 は 、 午 後 の ひ と と き を の ん びり と 過ごす 部 屋 で す 。 こ の 部 屋 は 暖色 系 の 色 で 統一 

され 、 魅 力 的 な 家具 が た くさ ん 置い て あり ます 。 和 壁 に は 数 百年 も の 間 、 区 色 い シ ルク の 
布 が 貼ら れ て いま す 。 カ ー ペ ッ ト の 模様 は すでに 色あせ て 消え か か っ て いま す が 、 北 和 雀 
と 菊 の 花 が 描か われ て いま す 。 こ の カー ペッ ト は 1912 年 に ゲー ル 婦 人 が イン ド で 買い 求め 
た も の で す 。 


に 


この お 城 に いら し た お 客 様 に は 、 か つて マリ ー・ ア ント ワ ネ ッ ト が 所 有 し て いた 、 ル 
イ 15 世 が お 使い に な っ て いた 机 で 手紙 を 書く こと が で きま す 。 ま た は ドイ ツ の クル ー ゲ 
ン オ ファ ー* ク ラフ ィ ー ル ヴェ ルケ に よっ て 特別 に 作ら れ た グラ ンド ビデ ノ で 、 ロ マン 
チ ナック プロ ディ イデ を 剤 いて いた だ く の ち も よい で し うき うう 。 そ し て ウィ ンド テー シ ー ド る きき 
き 征 げ て みて くだ さい 。 出水 の 落と し 日 に な っ て いる 小さ な 飛 竜 を 見 る こと も で きる で 
し 


食堂 


食 常 で は 、 ト レシ リア ン 家 の 人 々 や 親しい お 客 様 た ち が 料 理 の 品々 を いた だ くだ た め に 
集まり ます 。 ト レシ リア ン 家 の 人 々 が マホガニー の 食 貞 を 囲み 、 皮 の クッ ショ ン が つい 
て いる 椅子 に すわ る と 、 台 使い た ち が 次 か ら 次 へ と 料理 を 運ん で きま す 。 サ イド ボー ド 
に は さま ざま な を 料理 と いっ し ょ に 、 酒 受 の た め の 銀 の パン チ ボ ー ル が 並べ られ て いる 様 
子 が 想像 で きる で し ょ 3 う 。 

部 屋 は ゆっ た り と くつ ろ ぎ な が ら 食 事 を する よう な 造り に な っ て いて 、 壁 は 青い ライ 
ラッ ク の 花 に つつ まれ 、 石 滑 の キネ キュー ピッ ト な た ち が 農 れ て いる 姿 が 見 える ます 。 曖 炉 の 上 
に は 、 柴 物 や 花 を 揃い た 油絵 が 飾ら れ て いま す 。 の 壁 に ある 張り 出し 棚 に は 、 磁 器 で 
作ら れ た 協 の コレ クシ ョ ン や ライ オ ネ ル ・ ト レシ リア ン 卿 の 胸像 が 置か れん てい ます 。 


葡 差 路 


交差 点 は 住居 用 の 建物 と 占い お 城 の 部 分 と を つない で いて 、 こ こ か ら は 、 塔 の 二 つ の 
外 璧 を 簡単 に 見 る こと が で きま す 。 敵 の 組 撃 を 防ぐ た め に 造ら れ ま し た 。 も し も 敵 が 侵 
入 し て こよ うと し た と き に は 、 二 つの 外壁 の 間 に あ る 螺旋 階段 に 登り 、 そ こ で 戦わ な け 
れ ば な ら な いで し ょ う 。 そし て 、 次 の 階段 に た どり 着く た め に 塔 の も う 一 方 の 側 か ら 渡 
ら な けれ ば な り ま せん 。 

蝶 旋 階 披 だ と 壁 の 間 に 隙 間 が つく られ ます 。 い いつ だ た え に よ る と 、 塔 の 中 に は 他 に 秘 
蜜 の 通路 が ある そう で す 。 


旧 大 広間 


何 世紀 も 前 に 造ら れ た 古い 大 広間 は 薄暗い 部 屋 で し た 。 巨 大 な 石 で で き て いる 暖炉 が 
あり 、 そ の 暖炉 の 火 の 煙 で 部 屋 は 温まっ て いま し た 。 そ し て 、 小 さ な 窓 か ら す こし だ け 
陽 が 差し て いま し た 。 家具 と いえ ば 、 大 き な オ ー ク 材 の 食卓 と 2 、 3 個 の 椅子 、 そ し て 
主人 と 夫人 が 座っ て いた ひじ か け 椅 子 が 一 対 あ る だ け で し た 。 
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今日 で も その 古い 大 広間 は ほとん ど そ の まま の 状態 で 残っ て いま す 。 和 石 旨 の 壁 に は 何 
も 飾ら れ て いま せん し 、 小 さ な 窓 か ら は 相 変 わ ら す 陽 が ちょ っ と 差し こむ だ け で す 。 違 
っ た と ころ と 言え ば 、 当 時 そこ に 置い て あっ た 家具 が 新しい 大 広間 に 移っ た だ け で す 。 
他 に 残っ て いる も の は 、 ラ イオ ネル 卿 が 世界 中 を 旅 し た と き の 記 念 の 品々 の コレ クシ ョ 
ン だ け で す 。 そ の 興味 深い 品々 は 次 の 通り で す 。 


「 血 の 川 」 で の 戦場 を 描い た 油絵 | 


これ は ズー ル 族 と アフ リカ ー ナ 族 の ハー フ で ある 有名 な 画家 、 チ ャ カ ・ プ レト リウ ス 
氏 が 描い た も の で す 。 こ の 戦い は 恐ろし い 戦 いで し た 。2-300 人 の ボー ア の 移民 た ち が 
ヌコ ン 川 の 土手 の 上 で 四 輪 の 荷 馬車 を ひき 回 し て いま し た 。 槍 や こん 棒 を 振り 回 し て 禁 
れ 狂 う ズ ー ル 族 を 寄せ つけ な いた めで す 。 昔 、 移 民 た ちの 友達 や 親戚 た ち は 、 ズ ー ル 族 
の 手 に よっ て 大 量 に 虐殺 され まし た 。 今度 も お な じ 運 命 を た どる の を お それ 、 勝 つ 見 込 
み は な か っ た の で す が 立 ち 向 か いま し た 。 し か し 彼ら は 勝っ た の で す 。1838 年 12 月 16 日 
の 日 曜日 の こと で す 。 コ ンド ル と 呼ば れる 恐ろし い ズ ー ル 族 の 王 の 軍隊 を 完全 に 討ち ま 
か し て し まい まし た 。 鍛え ぬか れ た 敵 た ち が 3000 人 以上 も 死に 、 一 方 移民 た ち は 、 た っ 
た 3 人 の 負傷 者 を だ し た だ け で し た 。 川 に は 大 量 の 血 が 流れ 、 血 に 染まっ た の で 「 血 の 
川 」 と いう 名 前 が つけ られ だ た の で す 。 


中 国 製 ひ すい で で きた 彫刻 

どこ と な く 猿 に 似 て いる 、 た ぶん 、 人 間 に 進 化す る 前 の 古代 の 祖先 の 姿 を 描い た 彫刻 
CR 

巨大 な か き の 帝 


南方 の 太平 洋 で 採れ た も の で 、 そ の 殻 の 表面 は 漆黒 で 神秘 的 な 模様 に 塗ら れ て いま す 。 


アマ ゾン の イン デア ン を 形 と っ た 紙 人 形 

奇妙 な 衣装 を 身 に まとっ て いる 部 族 の 魔法 医師 の 人 形 が 踊り の 儀式 を 行っ て いる 姿 で 
す 。 魔法 医師 は よる が お の 植物 か ら 抽出 し た 麻酔 を 吹き 矢 の 筒 や 投げ や り に 塗っ て 使っ 
て いた だ た とい われ て いま す 。 


生け 垣 の 迷路 


1862 年 、 ジ ョ ナ サ ン ・ ト レシ リア ン 有 卿 の 子供 た ち 、 つ まり 第 21 代 フロ プ ザ ンス 伯爵 た 
ち が 、 庭 に 迷路 を つく っ て ほし いと ジョ ナ サ ン 卿 に ね だ り ま し た 。 そ の 結果 で きた の が 
生け 垣 の 迷路 で す 。 今 日 で は 、 こ の 迷路 が イン グラ ンド 地方 で は たい へ ん 有名 な も の と 
な っ て いま す 。 若い 人 た ち (年 輩 の 人 た ち も ) が 今 で も な お この 生け 垣 を 刈り 込ん だ 迷 
路 を 歩い て 楽し ん で いま す 。 中 央 に は 、 潮 風 が 漂う 美しい 庭 が 生け 垣 の 中 に 隠れ て いま 
す 。 そ こ に は 石 で つく られ た 噴水 と きら きら 光る 金魚 た ち が 泳 いで いる 池 が あり ます 。 
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コー ン ウ ォ ー ル 地方 に 近づく 最良 の 方 法 は 海 か ら 渡 っ て くる こと で す 。 何 千年 も 前 に 
劉 易 船 に 乗っ た A の 方 法 で や っ て 来 ま し た 。 地中海 に 住む 人 た ち は 、 ジ プラ 
ル タ ル を 回 り 、 海 岸 に 沿っ て 北 へ と 進ん を で いき まし た 。 そ こ で イタ リア 半島 に 似 た ある 
OO A 
ング ラン ド 地 方 の 南西 の 端 に 突き 出 て いま し た 。 

その 頃 の コー ン ウ ォ ー ル 地方 の 王 は アー サー 王 で 、 こ の 地方 に 富 典 を 構え まし た 。 今 
で は キャ メル フォ ー ド と し て 知ら れる よう に な っ た 場所 で す 。 ガラ ハッ ド と ラン スロ ッ 
ト は 、 こ の 荒野 を 高 に 乗っ て 渡っ て きま し た 。 こ の 海岸 で イ ゾ ル テ は トリ スタ ン と の 恋 
に 破れ 自殺 し まし た 。 ジャック は この 崖 か ら 巨 人 コー モラ ン と ガリ ガン タス と サン ダー 
ボア を つき 落と し て 殺し まし た 。 

コー ニッ シュ の 街 の 多く の 人 々 は 、 伝 説 の 神秘 や 祈り 、 ま じ な い 、 繝 起 な ど を 信じ て 
ぃ いま す 。 ど うし て だ と 思い ます か 7? コー ン ウ ォ ー ル 地方 で は 実際 に そう いう こと が 起き 
る か ら で す 。 地 の 精 た ち は す ず の 採鉱 地 を 堀 り 、 妖精 た な ち は ミ ルク を 発酵 させ る の で す 。 
月 曜日 と 木曜 HH に ロー シュ の 近く の 神 の 泉 に ピン か な に か を 投げ る と 、 突 然 そ の 泉 か ら 
人 クリ スマ ス の 前 日 に は 、 ペン リン の 街 で 首 の な い 
馬 に ひか れ た 馬車 が ボー ッ と 現れ ます 。 も し も 目 を そら さなか っ た な ら ば 、 き っ と その 
亡 吉 を 見 て し まう で し ょ う 。 そ し て 馬車 に の っ た 亡 寺 に さら われ て し まう こと で し ょ う 。 

コー ン ウ ォ ー ル 地方 に は 古く て 趣き の ある 荘園 が た なく さん あり ます 。 これら の 幸 園 は 
中 世紀 に 建て られ 、 ま だ た いく つか の 城 も 中 世紀 に 建て られ まし た 。 ほ と ん ど は 崩れ か け 
eh 今 で も な お 趣き の ある 次 だ け は 残っ て いま す 。 これ ら の 古い お 城 に は 

ば れ だ た コー ニッ シュ 地方 の 家族 が 住み 、 そ し て その 家 か ら は 、 た くさ ん の 古い 貴重 な 
WP り ま し た 。 ト レシ リア ン 城 は 中 世 の 頃 は 要 寮 で し た が 、 今 で は この よう に 
住居 用 の 城 と な っ て いま す 。 

城 の 中 で 最も 古い 部 分 は 塔 と 防 避 で す 。 こ の 2 つ は 1242 年 に フォ ー レ イス ・ ト レシ リ 
アン 帰 に よっ て 建て られ 、 海 か ら 侵入 し て くる 海賊 た ちか ら フ ロブ ザン ス の 入り 江 を 和 守 
る た め に 作ら れ ま し た 。1251 年 、 フ ォ ー レ イス 卿 は 後継 者 で ある 長男 の 洗礼 の た め に チ 
ャ ペル を 建て まし た 。( 塔 の 2 階 に つく っ た 、 ち ょ っ と 独特 な チャ ペル で す ) 

コー ニッ シュ 地方 の 伝説 の 半分 は トレ シリ アン 城 に まつ わる 伝説 と いっ て よい か も し 
て ませ ん 。「 白 い 貴 夫人 」 の 亡霊 の 伝説 は 14 世 紀 に 始ま り ま し た 。 ち ょ うど トー マス ・ ト 
レシ リア ン 卿 の 若い 新妻 が 不貞 を は た らい て し まい 、 怒 っ た トー マス 卿 が 挙げ 色 の 果て 、 
妻 を 壁 の 中 に 生き 埋め に し て し まっ た と いう 出来 事 が 起き た 頃 で す 。 夜 に な る と 月 明か 
り に 胎 ら され た 塔 の 近く を 、 哀 れ な 妻 の 埋 が さま よっ て いる の で す 。 

トレ シリ アン 城 は 、1500 年 代 の 中 頃 に 一 度 修 復 さ れ て いま す 。 その 時 に 、 フ ラン シス ・ 
テイ ター セイ ル ・ ト レシ リア ン 卿 と 第 11 代 の フロ ブ ザ ン ス の 伯爵 、 そ し て 第 3 代 の タデ 
イル 協 財 に よっ て 菩 の 防壁 の 東側 に 、 住 居 用 の 建物 を つく り ま し だ た 。 こ れ ら の 部 屋 は ビ 
クト リア 女王 の 来訪 を 考 應 し て 、1867 年 に さら に 一 新 さ れ ま し た 。 

フロ プ ブ ザ ン ス の 入り 江 は イギリス 海峡 を 見 渡す と ころ に あり ます 。 こ の トレ シリ アン 
城 は 昔 の お ご そ か な 面影 と 日 常 生活 に 必要 な 快適 さ の 両方 を も ち 備え を た すばらし い お 城 
で す 。 そ し て トレ シリ アン 家 の 人 々 は そん な お 城 を 大 切 に 大 切 に 守り 続け て いる の で す 。 
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昇り 階段 一 ズ 


| 応接 間 
大 広間 
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登場 人 物 の 紹介 


今回 の 亡霊 事件 の 依頼 人 。 ジャ ッ ク 卿 と 
の 結婚 を 控え て いる が 、 城 に 出没 する | 白 
い 貴 内 人 」 と いう 亡霊 に 悩ま され 、 友 人 の 
探偵 に 調査 を 依頼 し た 。 












ャ ッ ク ・ ト レシ リア ン 上 帰 





英国 コー ン ウ ォ ー ル 地方 に ある トレ シリ 
NN NNT A 
代 ラ イオ ネル 卿 か ら 遺 産 を 相続 し た が 、 隠 
され た 財 宰 の た め 経 済 的 に 困 喉 し て いる 。 
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ダイ ルド レ ・ ハ ラム 


ジャ ッ ク の 昔 の 恋人 。 恋 に 破れ た ショ ッ 
ク か ら 城 の 古井 戸 に 転落 死 し た と 言わ れる 。 
果して タマ ラ を 轟 か す の は 、 彼 女 の 亡霊 な 


イア ン ・ フ ォ ー デ イィ ス 中 告 






1 内 My 
Q / jp AA 
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英国 コー ルド スト リー ム 衛 兵隊 の 将校 で 、 
ジャ ッ ク の 親友 。 亡き ダイ ルド レ と の 恋愛 
説 が 残る 、 ブ プロ ンド の プレ イボ ー イ 。 








メイ フェ ア の 社交 界 に デビ ュー し た ば か 
り の 、 美 女 で 、 幽 報 を 見 た と いう 一 人 。 
ジャ ッ ク 卿 と 密か に 恋愛 関係 に ある と いう 
噂 も ある が な の 上 





奇妙 な 薬 の 研究 を し て いる 。 ロ ンド ン 在 
住 の 科学 者 。 先代 ラ イオ ネル 卿 の 親友 な の 
で 、 隠 され た 財宝 に つい て 何 か を し っ て い 
る か も 。 


二 本 入 TD 下 性 /博士 








< 时 三 : 








先代 ライ オ ネ ル 卿 の 奥方 で あり 、 絵 画 や 
彫刻 を た し な も む 芸 術 家 。 城 内 に は 彼女 の 作 
品 が 数 多く 置か れ て いる が 、 そ の 中 に 秘密 
が ………。 
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ロン ドン の 古 美 術 商 で 、 い つも 据 り 出し 
物 を 求め て 駆け 回 っ て いる 。 

トレ シリ アン 城 に 出入 りす る の も 、 隠 され 
た 財宝 が 目当て な の は 明白 。 








0 の 












古く か ら ト レシ リア ン 城 に 仕え て いる 執 
事 で 、 城 の 内 情 に 詳し い 。 亡 霊 事件 の 謎 に 
つい て も 、 何 か を 知っ て いる よう だ が ………。 
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【 ご 注意 】 


1) この プロ グラ ム お よび マニ ュ ア ル の 内 容 の 一 部 また は 全部 を 、 無 断 で 複製 する こと 
は 、 法 律 に より 禁止 され て いま す 。 

2) この プロ グラ ム は 、 個 人 と し て 使用 する ほか は 、 著 作 権 法 上 、 株 式 会 社 シ ステ ム ソ 
フト に 無断 で 使用 する こと は で きま せん 。 

3) この 製品 の 仕様 は 将来 予告 な し に 変更 する こと が あり ます 。 

4) 内 容 に は 万 全 を 期し て 作成 し て お り ま す が 、 万 一 ご 不審 な 点 、 誤 り 、 記 載 も れ な ど 
お 気づき の 点 が あり まし た ら ご 連絡 くだ さい 。 

5) 運 用 し た 結果 に つい て は 、4 項 に か か わら ず 責 任 を 負い か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 


※ MS-DOS は 、 米 国 Microsoft 社 の 商標 で す 。 


VJE-2 は 、 則 バ ックス と 帆 ア スキ ー が 共同 開発 し た 日 本 語 入力 フロ ント プロ セッ サ で す 。 
※ [VJE-] : Copyright VACS Corp./ASCII Corp.,1986-90 


※ Original copyright 1988 Infocom Inc. Used under license from Activision. 


All rights reserved. 199Z SystemSoft 


商品 に 関す る 技術 的 な お 問い 合せ は ………… 
ユー ザー サポ ー ト 専用 電話 Tel 092-752-5278 
月 ~ 金 9:.00 ン 12:00・13:00 て 17:00 (祝祭 日 を 除く ) 


1992 年 9 月 初版 発行 
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